
ニニロ
口

23 

21 

□ 6□□ 

口

し1し

ご □ 29 

□□□ 30 

」 31

0 10cm 
28 

第82図 第26号住居跡出土遺物 (2)

- 77-



第26号住居跡出土遣物観察表（第81• 82図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・ その他

1 坪 10 4 3.4 BCFG A 赤褐 90% No.84・87・110・床上1~7 cm、赤彩
2 坪 (10 1) 3.0 ABCH B 赤褐 50% No.219・床上1.5cm、赤彩
3 坪 10. 3 3.4 ECG A 赤褐 80% No. l • 4 • 12・床上3~12cm、赤彩
4 杯 (9. 6) (3.2) BCFG B 赤褐 20% No.221・床上4cm、赤彩
5 好 (9.0) 3.4 ACH C 橙 70% No.24・29・146・床面直上～12cm
6 坪 (11.2) ABC A 赤褐 15% No.14・19・床上2~4 cm、赤彩
7 坪 (10.5) BCFG A 橙 15% 裂土一括、赤彩
8 屁 ABCDH A 橙 40% No.46 •床面直上、赤彩， 坪 (12.2) BCG D オリーブ灰 15% No.18 ・床上llcm
10 坪 (12.0) BCG A 赤褐 20% No.193 ・床上3cm、赤彩
11 椀 12.6 5 0 ABCFH A 赤褐 80% No.68 ・床面直上、赤彩
12 芸9可 10.5 2.6 ABCE A 黒 100% No.227 ・床上3cm、天井部は手持箆削り
13 芸n 10.5 3 0 ABCF A 暗青灰 100% No.43 ・床面直上
14 甕 (22.0) ABCGH A にぶい橙 30% No.150 • 186 • 187 • 237・カマド床上15~25cm
15 甕 (19.6) ABCDFG B 橙 20% No.265・カマド床面直上
16 甕 (19.8) ABCDFJ A 橙 30% No.88・91・101・105・床上2~6 cm 
17 甕 (18.3) ABDFG B にぶい橙 10% No.61 ・63・床上15cm
18 甕 (20.4) ABCDG A 橙 20% No.111・112・床上2~5 cm 
19 甕 (19.8) ABCEFG E 淡橙 20% No.116・床上9cm 
20 甕 (20.6) ABCDG B 淡橙 20% No.153 • 154 • 161・167・カマド床上14~18cm
21 甕 (21 0) ABCDFG B 淡橙 20% No.47 • 54・ 55 • 183・カマド床上10~14cm
22 甕 (20.0) ABDG B 淡橙 30% No.162 • 241 • 244・ 24 7 • 266・床上3~6 cm 
23 甕 (23.1) ABGH A 浅黄橙 40% No.267・カマド右袖
24 甕 (21.0) ABCDF B 淡橙 30% No.114・ 115・ 123• 125・床上7~9 cm 
25 甕 (23.5) ABCFGH A 淡橙 15% No.138・ 191・カマド床上7~llcm 
26 甕 6.2 ABFG B 淡橙 10% No.128・ 143・床上4~8 cm 
27 甕 ABEG B 淡橙 20% No.224・231・233・234・239・床上3~7 cm 
28 支脚 5.5 18.3 12.8 ABDGH B 淡橙 80% No.195・205・カマド覆土、貯穴覆土
29 台付甕 (12.0) ABCEG A 橙 5% No.68・ 72 • 73・床上1~14cm 
30 台付甕 (11.8) ABCDF B 橙 20% No.253・255・貯蔵穴床上22cm
31 台付甕 10.2 ABCEFG B 橙 10% No.220・貯蔵穴床上5cm 

第27• 28号住居跡（第83~86図）

遺跡南東部、J-23グリッドに位置する。歪んだ長方形を呈する。外側の第27号から内側の第28号

へと縮小する住居跡て‘‘ある。

外側の第27号住居跡から述べる。規模は長径4.9m、短径4.4m、深さ約15cmてある。主軸方向はN

-2s0-wて‘‘、 北西向きの住居跡て‘‘ある。カマドは北壁ほぼ中央に位置し、残りはよい方て‘あったが、

内側の住居に焚出口を切られていた。袖の幅は約30cmほどて、燃焼部は丸底状に窪まり、壁に向っ

て徐々に立上がる。カマド土層の 3層はカマドの掘方と思われる。左袖下の P7はカマドに伴うもの

てはない。本遺構に伴う柱穴はpgて‘‘、他の柱穴はどちらの住居跡に帰属するか不明て‘｀ある。

内側の第28号住居跡は規模は長径4.05m、短径3.15m、深さ約18cmてある。主軸方向はN-65°-E 

て‘‘、北東向きの住居跡てある。カマドは東壁やや南寄りに位置する。ロ ーム混じりの暗褐色土て‘‘造
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られた袖を持ち、袖幅は約25cmほどて‘` ある。燃焼部は大きく丸底状に掘り込まれ、住居の床面より

20cmほど深くなっていた。カマド南側に住居内 1号上墟があり、須恵器の坪が検出された。周溝は

幅約20cmて‘ヽ 、東壁を除き 全周する。ピットは 7本検出されたが、 主柱穴にはならないようてある。

土層断面から焼土の 9層が観察され、この層が当時の生活面て‘‘ある可能性がある。

遺物は 1~ 7まて‘‘が外側の27号住居跡、 8 ~24まてが内側の28号住居跡に属すると思われる。 1 

の坪は白色針状物質を含む在地産のものてある。 2の坪は日径の小さいものてある。 5の椀は底部

左回りの回転箆削りてある。 8、 9は底径の小さい土器て‘ある。20は鉄鉢て‘‘外面体部下半を左回り

の回転箆削りて‘‘整形されている。23の紡錘車は上面は滑らかて、裏面は未整形て‘‘こ一つこ～っする。孔

は径 8mmて‘‘、正円に奇ljり抜かれる。出土遺物から外側の第27号住居跡が稲荷前VII~VIII期、内側の第

28号住居跡が稲荷前IX期て‘‘あろう。

第27• 28号住居跡出土遣物観察表（第86図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置・ その他

1 坪 (13.8) BCG A 赤褐 5% No.317・床上23cm、赤彩

2 坪 (12.8) 3.4 (8.2) BCFG A 青灰 40% No.40 ・床上5cm 

3 坪 (12.5) BCG A 灰白 5% No.294・床上20cm

4 芸皿 (20.0) BCG A 暗青灰 5% 27号住カマド覆土

5 椀？ BCG B 暗青灰 5% No363・27号住カマド床上9cm 
6 甕？ (11.6) ABG B 橙 5% No.299・床上llcm

7 甕 (18.6) AECEFG A 橙 10% 27号住カマド覆土

8 坪 (11.6) 3.2 (6.4) BCF B オリーブ灰 45% No.296・床上6cm ， 杯 (6.4) BCFG B オリープ灰 30% No.181・床上17cm
10 昇 (12.1) (3. 3) (7.0) BCFG B オリーブ灰 25% No.ZOO・床上12cm
11 坪 (13.2) (9.0) BCG B 暗青灰 10% No.241・床上10cm
12 坪 (12 4) BCG A オリープ灰 5% No.13 ・床上14cm
13 坪 (7  2) BCFG A オリーブ灰 30% No.254 • 316 • 332・床上5~12cm 
14 坪 (7.3) ABCFG C 灰白 20% No.267・床上5cm 

15 坪 7.3 BCEFG A オリープ灰 30% No.329・床上10cm
16 坪 (6.4) ABCG A 暗青灰 20% No.270・床上17cm
17 坪 (7. 7) BCG A 暗青灰 5% No.134・347・床上4~18cm 
18 坪 (13.1) B CG A オリープ灰 5% No.354 ・床上 8cm 
19 坪 (14.3) BCG A 暗青灰 5% No.275 ・床上12cm
20 鉄鉢 BCFG A 暗青灰 5% No.111・床上14cm
21 甕 (19.0) BCEFG A 淡橙 5% No.220 ・床上11cm

22 台付甕 10.8 ABCFG A 橙 10% No.83 ・床上16cm

23 紡錘車 径4.2cm 厚さ1.7cm 重さ40g No.147・床面直上、泥岩製

24 刀子 長さ12.lcm 厚さ0.4cm No.357・28号住カマド床上18cm

第29•30•31号住居跡（第87~93図）

遺跡南部、J-22グリッドに位置する。3軒の重なった遺構て‘ヽ、土層観察から南に床が突出た北カ

マドの第29号が最も古く、次に内側て‘‘北カマドを共有する第30号、最も新しいのが西に床が突出た

東カマドの第31号て‘‘ある。

第29号住居跡から述べる。土層断面て‘本住居跡は 8、 9層が該当する。形態は長方形て‘‘、規模は

長径4.lm、短径3.7m、深さ約15cmてあ る。主軸方向はN-18°-Wて‘‘、やや西に傾いた北向きの住居
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跡て` ある。 カマドは北壁やや東寄りに位置 し、焚

き口は第31号住居跡に切られていた。 このカマド

は本住居て使用され、第30号て‘、も使われたと思わ

れる。カマド土層の 3層はカマド構築時の掘方に

なると考えられる。周溝は幅約25cmて‘ヽ 、南壁とカ

マド西側の北壁は遺存するが、 その他は 2軒の住

居跡に大きく壊されている。主柱穴と思われるヒ°

ットは 3軒とも同じヒ°ット、 Pl• P2 • P3 • P4の

4本を想定せざるを得ない。
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第29号住居跡カマ ド土層
1 暗褐色土 ローム粒子を多く含む。
2 暗褐色土 ローム粒子、焼土プロックを多く含む。
3 暗褐色土 ローム粒子、暗褐色土の混合土て、焼

土、炭化物を少菰含む。
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第30号住居跡は 3つ重なった中て‘‘、最も狭い住居跡てある。形態はやや歪んだ長方形て‘‘、規模は

長径3.55m、短径2.9m、深さは約20cmてある。カマドは第29号住居跡と同じものと思われる。主軸

方向は第29号と同じて‘‘、 N-18°-Wて‘ある。周溝は幅約15cmて‘ヽ、全周すると思われるが、第31号の周

溝に南側を、第31号のカマドに東側を壊されていた。主柱穴と思われるピットは他の住居跡と同じ

く、 Pl• P2 • P3 • P4の4本てある。土層断面て‘‘本住居跡は 4、5、6、7層が該当する。覆土はロー

ムブロック、粘土粒子、砂を含んだ4、 5、 6層が人為的に埋め戻され、貼床を構築し、上面の第

31号住居跡の床面として利用されたと思われる。
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第30号住居跡土層
4 褐色土 ロームプロック、粘土粒

子含む。（貼床）
褐色土粘土粒子含まず、しっか

りした貼床てはない。
明灰褐色土 灰色粘土、褐色砂質土が

縞状に堆積。
黒褐色土 ローム粒子を少鼠含む。
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第89図 第30号住居跡
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第31号住居跡の形態は長方形て‘‘、規模は長径4.6m、短径3.35m、深さは約10cmてある。主軸方向

はN-72°-Eて‘‘、北東向きの住居跡てある。本住居跡の土層断面は 1、2、3層が該当する。下層の

4層に住居構築時の貼床が認められれた。カマドは東向きて‘‘、残りはよくない。袖は断面観察て‘‘5、

7層がその残遺と想定てきるが、平面フ゜ランとしては確認て‘‘きなかった。燃焼部は丸底状の掘込み

を持つ。主柱穴は 4つて‘、他と同じく Pl• P2 • P3 • P4と思われるが、やや南側に片寄る。北西コ

ーナーの周溝上と遺構外のヒ°ッ トは本遺構には伴わないと思われる。

出上遺物は最も新しい第31号住居跡の床面付近から出土したものが多く、第31号住居跡の時期は

稲荷前VIII期てあろう。
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第31号住居跡土層
1 暗褐色土 焼土、ローム粒子、炭化物を

やや多く含む。
2 暗褐色土 1府に近似し、焼土、ローム

粒子やや少ない。
3 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロック

を含む。
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第31号住居跡カマド土層
1 暗褐色土 焼土、ロ ーム粒子を多く含む。
2 灰褐色土 焼土、ロ ーム粒子を多く 含む。
3 灰褐色土 ローム粒子、ロームプロ ック、焼土、

砂粒を含む。
ローム粒子、暗褐色土を混在。
ローム粒子を多祉、焼土を少紐含む。
ローム粒子、粒の小さい焼土を含む。
6限に近似するが、やや暗い。
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第93図 第29•30•31 号住居跡出土遣物 ( 2 )

第29•30•31号住居跡出土遺物観察表（第92 • 93図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出 土位 置・ その他

1 坪 (15.4) 3.7 (9.0) BCG A 暗青灰 50% No.17・21・28・床上5cm 

2 坪 04.4) 3.6 (8.8) BCFG A 暗青灰 15% No.18・床上13.5cm

3 坪 (8.8) BCF A 暗青灰 15% No. 5・床上 1cm 

4 坪 (13. 7) 3.8 (10.0) ABCEG C オリープ灰 30% No.13 • 28・床上5.5~8.2cm

5 坪 13.0 3 6 7.8 BCFG A 暗青灰 90% No.16・床上9.9cm

6 高台坪 12.6 4 1 7.8 BCF A 灰白 70% No.17・床上7.5cm

7 芸皿 BCG A 灰臼 20% No. 8・床上7.5cm

8 甕 (13.8) BEFG B 橙 20% No. 1 • 14 ・床上9~16cm， 甕 (20.6) BFG C にぶい橙 20% No.32 • 33 ・床上12~15cm

10 甕 (17.0) BEG B 橙 20% 覆土一括

第32号住居跡（第94~97図）

遺跡南部、 I -21グリッドに位置する。形態は長方形て，•、規模は大きく、長径7 . 2m、 短径6 . lm、

深さは約15cmてある。第 6号溝跡に切られていた。主軸方向はN-23"-Wて‘ヽ、やや西に傾いた北向き

の住居跡て‘ある。カマドは北壁中央に位置する。残りがよい方て‘`、両袖が検出てきた。焚き日幅は

約30cm、燃焼部輻は約32cmほどて‘ヽ、底はやや掘り込まれる。カマド土層断面から 4、 5層より上部

がカマド使用時の面と思われる。貯蔵穴は83cmX75cmの円形て‘ヽ、深さは約23cmてある。周溝は幅約

25cmて‘‘、カマド周辺を除き全周する。主柱穴と思われるピットは Pl• P2 • P3 • P4の4本てある。

また、 P7、P8はP3、P2と平行することから主柱穴を補助する柱穴になる可能性がある。住居跡中

央部は硬く締まっていたが、周辺には貼床を構築する際に埋め戻した調整土が確認て‘‘きた。

1の土師器杯は色調淡く、在地産の胎土とちがって、白色針状物質を含まない北武蔵系の坪て‘ある。

2 ~10は白色針状物質を含む在地産の土師器杯て‘‘ある。 2は口唇内面に薄く沈線を持ち、外面ヨコ

ナデ部が薄く、器高が低く、底部は平底て‘‘ある。3は口唇内面にわずかに沈線を持ち、底部立上がり

部に輪積み痕が観察て‘‘きる。 9、10は覆土一括の土器て‘‘本遺構の時期よりやや古いようて‘‘、混入土

器てあろう。11~13の須恵器坪は底部箆削りて‘1本部との境に屈曲を持って外側に開き、口径が約14.5

cmほどてある。 12、13は底部回転糸切り後、左回りの回転箆削り 。14、15は底部厚く、焼きが悪い。

底部外面より底部内面が外側に張り出る特徴を持つ。20は底部回転糸切り後、左回りの回転箆削り 。

- 87 -



河

｀ 

／ ＼ーロ＼旦 l] 
]1 / { 

! | | 1 (I I ¥土'
◎ 

~ " ~ J /II/ I• 
P, 

河

ヘ ＼ 〇 ／ ／ 
P, /.E..／^ヽ l1 1, C’ 

ノ/ II 11 I -1 

上 。1冒
“ヒ

＿旦＇
P, P, 

二`、＼＼＼＼＼＼＼量＝—-三、‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ 年旦‘

麟
m 

ò
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20 • 21は外面肩部に部分的に自然釉が付着する。 38の須恵器壺は平瓶の口縁部て‘‘あるかもしれない

が、他の遺物より古い様相がある。遺構の時期は出土遺物の須恵器坪、椀から稲荷前VII期てあろう 。

E E' 

p. R 

0 1m 
| I I 

第32号住居跡 P5• PS土層
1 灰褐色土 ローム粒子を多菰、焼土を

少拭含む。
2 灰褐色土 ローム粒子、炭化物を含む。

9̀ 

第32号住居跡 • P7 • PB土層
1 暗褐色土 ローム粒子をわずかに含む。
2 暗褐色土 ローム粒子を含む。
3 暗褐色土 ロームプロック、ローム粒子を含む。
4 灰褐色 土 ロームプロック混合土。（掘方埋土）
5 灰褐色土 ローム粒千、炭化物、焼土を含み、しまり

持つ。（掘方埋土）

6 灰褐色土 ロームブロック、ローム粒子を含み、しま
り持つ。

7 灰褐色土 ロームプロックを含み、ややしまり弱い。
8 灰褐色土 小径のロ ームプロックを含み、ややしまり

弱し ‘o
9 明灰褐色土 ローム粒チ、炭化物、焼土、砂粒を含み、

しまり持つ。
10 黙褐色 土 ローム粒千を含む。

8̀ 
Èl 

o| m| 

A 2930 A' 

A /0 
A' 

第32号住居跡カマド土層
1 暗褐色土 微細なローム粒子を含む。
2 灰褐色土 砂粒を主体とし、焼土粒子、焼土プロック、炭化物を含む。
2' 灰褐色土 2附に近似し、焼土プロックが多い。
2 "灰褐色土 2層に近似し、砂粒が多い。
3 暗褪色土焼土プロックを含み、しまり弱い。
4 灰褐色土砂粒を主体とし、焼土を含む。
5 暗褐色土 砂粒を多祉、ロームプロック、焼土プロックを少鼠含む。

5'暗褐色土 5庖に近似し、焼土プロックはわずか。
6 灰褐色土 砂粒を主体とし、ローム粒子、炭化物を少拭含む。
6' 灰褐色土 6)昂に近似し、ロームはほとんど含まない。

A 97."' ユ

第32号佳居跡貯蔽穴土層
1 暗褐色土 ロームフロック、炭化物、

焼土を少鼠含む。
2 暗褐色土 1層に近似し、ロームプ

ロックがやや多い。

゜
1m 

第95図 第32号住居跡カマド ・貯蔵穴
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第32号住居跡出土遣物観察表（第96• 97図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・ その他

1 杯 (14 5) (4.5) ABEFG A 淡橙 30% No.15・床上10cm、No.52・床面直上
2 坪 (14 2) 3.2 ABCG A 赤褐 40% 貯蔵穴一括、貯蔵穴床上12cm、赤彩
3 坪 12.6 3.0 BCG A 橙 80% No.107・床上4.5cm、内面赤彩

4 坪 (12. 9) BCFG B 橙 10% No.ll2・床上15cm、内面赤彩

5 好 (12 4) BCG A 橙 10% No.43・周溝床上22cm

6 坪 (14 8) BCFG A 橙 15% No.llS・床上4cm、内面赤彩

7 皿 (16 8) BCEG A 橙 15% No.33・床上10cm、内面赤彩

8 坪 (14.0) BCEFG A 橙 10% No. 9・床上18cm、赤彩， 杯 (10 3) BCFG A 赤褐 5% 覆土一括、赤彩

10 坪 (11 8) BCG A 黒褐 10% 狡土一括、外面黒色処理、内面赤彩
11 坪 14 3 2.9 9.3 BCG A 暗青灰 95% No.111・床上9cm、左回りの回転箆削り
12 坪 (14.5) 3.0 (10.0) BCG A 暗青灰 50% No.68・床上2cm 
13 坪 14 4 3 4 (9. 7) BCG A 暗青灰 55% No.22・23・床上 1~8 cm 
14 杯 (15.4) 3.7 9.2 ABCG C オリープ灰 70% No.67・床上5cm、左回りの回転箆削り
15 坪 (15.0) 3 8 (7.6) ABCG C オリープ灰 20% No.42・床上17cm、右回りの回転箆削り
16 坪 (16. 7) (3 7) (12.6) BCEG C 暗青灰 20% No.74・床上9cm、右回りの回転箆削り
17 牙 8.2 ABCG C 灰白 30% No.64・床上18cm
18 坪 (8.3) BCG A 灰臼 30% No.50・床上8cm、左回りの回転箆削り
19 坪 (12.4) 3.4 (6.6) BCFG B 暗青灰 10% 覆土一括、底部左回り の回転箆削り
20 椀 (19.0) 6 4 10.6 BCG A 暗青灰 60% No.47, 70, 77, 78, 96・床上7~llcm 
21 椀 (18.1) BCG A 暗青灰 30% No.32 • 36 • 40・床上7~8 cm 
22 短頸壺 BCG A 灰白 10% No.37・床上llcm、外面肩部に自然釉付着
23 短頸壺 BCG A 暗青灰 10% 裂土一括、外面肩部に自然釉付着
24 長頸壺 BCG A 暗青灰 10% No.51・床上1cm、外面肩部に自然釉付着
25 台付甕 (13. 7) BCEG A 橙 10% No.41・床上1cm、貯蔵穴一括

26 台付甕 10.7 BCEG A 橙 20% No.61・床上10cm

27 甕 (20. 7) ABCEG A 橙 30% No.19・55・床上7cm、貯穴一括、覆土一括

28 甕 (21. 7) BCEG A 淡橙 10% 裂土一括

29 甕 (22.6) ABCEG A 橙 20% 掘方出土、覆土一括

30 甕 (22.3) ABEG A にぶい橙 20% No. 2 • 3 • 7・床上11~16cm、裂土一括
31 甕 (24.1) BEFG A 橙 20% No.45・床上16cm

32 甕 (21.1) BEFG A 橙 10% No.62・床上8cm 

33 甕 (22.2) BEG A 橙 15% No. 8 • 11・20・床上8~12cm 
34 甕 5.5 ABCEG A 橙 15% 覆土一括

35 甕 (6.0) BCEG A 橙 10% No.48・床面直上、覆土一括

36 鉢 (34.0) BCG A 暗青灰 10% No.114・床上27cm、外面体部はタタキ
37 鉢 (31.8) BCG A 暗青灰 5% 裂土一括

38 壺 ？ (12.8) BCG A 暗青灰 20% No.85・床面直上、平瓶か？
39 播鉢 (8.6) BCG A 暗青灰 10% No.106・床上16cm

第33号住居跡（第98~100図）

遺跡南部、 I -21グリッドに位置する。形態はやや歪んだ長方形て‘‘、規模は長径4.3m、短径3.8

m、深さ約5cmてある。主軸方向はN-24°-Wて‘ヽ、北西向きの住居跡てある 。第34号住居跡と重複関

係にあり 、第34号の西壁が本遺構のカマドを壊していないこと、本遺構が第34号の床を壊している

ことより本遺構の方が新しい。 また住居跡の北西から南東にかけて第8号溝跡がピット状の断続的
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な掘方を持って本遺構を切っていた。カマドは北壁右隅に位置し、残りは悪かった。カマド土層の

5層が左袖の残遺て‘‘あるが、平面ては捉えられなかった。 4層はカマドを構築する際に埋め戻し、

叫

"'I 

三

◎ 

I 
も8

o| 

攣ユ
第98図第33号住居跡

`
8
 

、8

"'¥ 試

第33号住居跡土層
1 褐色土 ロームプロックを少閑含む。
2 明褐色土 ロームプロックを含む。

0 2m 

第33号住居跡カマド土層
1 暗褐色土 ロームプロック、ローム粒子、焼土

プロックを少址含む。
2 暗褐色土 ローム粒子、焼土を多く含む。
3 暗褐色土 ローム粒子、炭化物を含む。
4 暗褐色土 ロームプロックを含み、硬くしまる。

（掘方埋土）
5 灰褐色土 砂粒を含む。（カマド袖追存部分）
6 黒褐色土 ローム粒子、炭化物を含む。

Amo A’ 

゜
1m 

第99図第33号住居跡カマド
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形を整えた掘方と思われる。カマド内に浅い掘込みが2箇所あるのは燃焼部の底て‘‘はなく、掘方時

のものてあろう。カマド右の床面から被熱した片岩を 2枚検出した。周溝は幅約15cmて‘ヽ、 北壁の一

部と東壁を除き全周する。主柱穴と思われるピットはなかった。

遺物1の坪は口縁内面に薄く沈線を持つ。 2の椀は日縁内側に明瞭な沈線を持たない。 4の甕は ロ

縁外面中位て‘‘肥厚した後、内側にへこみ、つまみ出される。遺構の時期は、稲荷前VI期の後半て‘あ

ろう。

ー ー -1

言—2 I~— 
~---:4 

゜
10cm 

第100図 第33号住居跡出土遺物

第33号住居跡出土遣物観察表（第100図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・ その他

1 杯 (15.4) BCG A 橙 10% 覆上一括、内面赤彩
2 椀 (18 0) BCFG A 暗青灰 5% 裂土一括、右回りの回転箆削り
3 椀？ BCG A 暗青灰 5% Pl出土、右回りの回転箆削り
4 甕 (23.0) BCEFG A 橙 5% No. l・カマド床上4cm 

第34号住居跡（第101~103図）

遺跡南部、 H-21グリッドに位置する。形態は長方形て、規模は長径6.3m、短径6.2m、覆土はな

かった。主軸方向はN-31°-Wて‘ヽ、北西向きの住居跡てある。第33号住居跡と重複し、第33号のカマ

ドを壊していないことから、本遺構の方が古い。第68号溝跡に南側の床を、第32号溝跡によってカ

マドの一部と北東の壁を切られる。カマドは北壁に位置し、袖がなく、残りがよくない。カマド土

層の 5層はカマドの掘方を埋めた土てあり、本来の火床面は 5層の上面てある。燃焼部や奥のピッ

トは本住居跡に伴うものてはなく、新しい時期のものてある。貯蔵穴は底部に 4つのピット状の掘

込みをもつ不整楕円形て‘‘、規模は90cmX85cm、深さは約30cmてある。貯蔵穴の位置が壁に寄ってい

ないのて‘‘やや疑問が残るが、貯蔵穴として報告しておく。主柱穴はややずれるが、 Pl・P3・ P4の3

本てあると思われる。

遺物 1の皿は赤彩がやや明瞭て‘なく、内面は斑状に赤彩の痕跡を残すのみてある。体部の湾曲が

ゆるい。 2の坪は遺存状態悪く、底部回転糸切りが不明瞭て‘‘ある。遺構の時期は、カマド覆土出土

の土師器皿から稲荷前VI期前半てあろう。
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第101図 第34号住居跡
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A mo A‘ 

量

ml.... 

第34号住居跡カマド土層
l 褐色土灰色粘土を主体とし、ロームプロッ

クを混在。焼土は少ない。（天井部崩
落土）
1陪に近似し、焼土を多く含む。褐色土

暗褐色土
黒褐色土
褐色 土

Amo 

、9

A' 

第102図

ローニシ：

灰陪て‘、ロームプロックを少氣含む。
ロームフロック、粘土ブロックを混
在。（掘方埋土）

第34号住居跡カマド・貯蔵穴
゜

こ =卓-
2 

゜第103図 第34号住居跡出土遺物

第34-"'-

、亦彩

土、回『

規模は遺存した東西方向て‘3.75m、南北方

北西向きの住居跡てある。覆土

住居跡内にある第120• 187号土壊

第35号住居跡（第104~106図）

遺跡南部、 H-21グリッドに位置する。形態は方形て‘、

向は第6• 32号溝跡に切られ不明て‘‘ある。主軸方向はN-27°-Wて‘‘、

途中て‘‘立上がってしまった。南側半分以上は、の掘込みは浅く、

は本住居跡に伴わないと思われる。住居跡南側には第34号住居跡が隣接する。

第187号土横によ って西側を切 られていた。燃焼部はややカマドは北壁中央に位置し、残り悪く

浅く 掘込まれ、徐々に立上がりながら煙道に続く 。貯蔵穴は約110cmX 85cmの長方形て‘‘、深さは約28

cmてある。底部中央に 2つの掘込みをもち、そこから4の蓋を検出した。貯蔵穴右端のヒ°ットは本住

居跡に伴わないと思われる。主柱穴と思われる ヒ°ッ トは検出しなかった。

遺物1の坪は色調がやや淡く、白色針状物質を含まない北武蔵型の坪て‘ある。

りの回転箆削りてある。3の蓋は環状鉦が大きく、天井部は笠形に開く。

く、天井部の立上がりは小さい。遺構の時期は稲荷前V期と思われる。

2の坪底部は右回

4の蓋は環状鉦やや小さ
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第104図第35号住居跡
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Amo A' 

m| 
第35号住居跡貯蔵穴土層
1 暗褐色土 ローム粒子、ロームブロック、

焼土を少屈含む。

2 暗褐色土 1層に近似するが、やや暗い。

年 初 」 第35号住居跡カマド土層
1 暗褐色土 ロームプロックを少禁、砂粒をわずかに含む。

2 褐色土 ロームプロックを少祉、焼土、砂粒をわずかに含む。
3 褐色 土 2層に近似し、ロームブロ ックがやや多い。

゜
1m 

第105図 第35号住居跡カマド・貯蔵穴
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第106図 第35号住居跡出土遣物

第35号住居跡出土遣物観察表（第106図）

番号器種口径器高底径胎土

l 坪 (14.4)I 4.8 I I BEG 
2 坪（16.0)I(3.8)1 (10.4) I BC  G 

3 蓋 17.8 I 3.41 I BCG 
4 蓋 (17.4)I 3.0 I I BCG 

焼成

A

A

A

A

 

色調

淡橙

灰白

暗青灰

暗青灰

残存

45% 

20% 

70% 

40% 

出土位置•その他

No.6・7・8・貯蔵穴床上 4~15cm、北武蔵型

No. 3 • 5・貯蔵穴床上 7~14cm 
No. l・床面直上

No. 2・貯蔵穴床上15cm

第36号住居跡（第107• 108図）

遺跡南西部、 I -20グリ ッドに位置する。形態は方形て‘‘、規模は小さく、長径3.7m、短径3.65m,

深さは約12cmてある。主軸方向はN-23°-Wて‘‘、 北西向き の住居跡てある。カマ ドは北壁中央に位置

し、残りはよくなかった。袖は小さく 残遺 し、焚出部が前にやや突出していた。燃焼部は丸底状に

堀込まれていたが、住居の床面とほば同じレベルて‘あった。周溝は幅約25cmて‘‘

ナーを除き 全周する。

カマドと南西コー

ピットは 4本検出したが、主柱穴と思われるものはなかった。 PlとP2は柱

痕を持っていた。

遺物 lの杯は器壁が薄い作りて‘‘、 口縁内面に沈線、体部外面に指押え痕を持つ。 2の坪は器壁や

や厚く、 口縁内面に微妙な沈線を持つ。 3の坪は底径が大きく、体部の外反が少ない。遺構の時期

は稲荷前VI期て‘‘あろう。

第36号住居跡出土遺物観察表（第108図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位慨． その他

1 坪 (12 0) BCEG A 淡橙 10% 裂土一括、赤彩

2 坪 (14 0) BCG A 橙 10% 覆土一括、赤彩

3 杯 (12.8) 3.7 10.0 BCG A 暗青灰 50% No. 2・床上10cm、左回りの回転箆削り
4 台付甕 (14.3) BCEFG A 橙 10% No. 4 • P3床上50cm
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lo| 9 :3]冒、言こ罰：：□゚
6 暗褐色土 ローム粒子、熙褐色土をプロック

状に含む。

otl l1/ググ／ヽ 7 暗褐色土 微細な焼土、炭化物を含む。
8 暗褐色土 ローム粒子を少址含む。

011/ググ1//, g 暗褐色土 崩れたロームプロックを含み、し
まりなし。（柱痕）

10 暗褐色土 崩れたロームプロ ックを含み、し
まり持つ。

11 賀褐色土 ローム粒子を多祉、暗褐色土を少
乱含む。
ローム粒

13 焦褐色土 ロームプロックを少址含む。
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第36号住居跡カマド土層
1 灰褐色土 暗灰色の粘土を含む。
l'灰褐色土 1陀に近似 し、 粘土が少ない。
2 暗褐色土 灰、焼土、ローム粒子を含む。
3 暗褐色土 焼土、ローム粒子を含む。

゜
1m 

第107図第36号住居跡 ・カマ ド

口三〗1 ＿＿＿ 7 2  

1二 3

゜
10cm 

4
 

第108図 第36号住居跡出土遺物
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第37号住居跡 （第109~111図）

遺跡西部、 G-20グリッドに位置する。形態は横長の長方形て‘‘、規模は長径4.3m、短径3.35m、覆

土はなかった。主軸方向はN-30°-Wて‘ヽ、 北西向きの住居跡てある。第25号溝跡に北壁から南壁にか

けて切 られていた。 カマドは北壁中央よりやや右側に位置する。袖はなく、残り悪かった。焚口部

には深い丸底状の掘込みが検出され、カマ ド土層の6層は構築時の掘方て‘ある と思われる。

SK 52 

Q冨旦

旦，' ・~',,F' 

ー
oI 

紐 30 土'

第109図

、8

"'I 

第37号住居跡・住居内 1、

8̀
 i;_ P, f'. 

言
D- 旦'

第37号住居跡 Pl• P2土層
1 黒褐色土 ローム粒子を多

く含み、 しまり
持つ。

暗褐色土 ローム粒子、 炭
化物、焼土を含
む。

上双1 上'

言
L SI(2 _£’ 

冒
第37号住居跡内 SKl、SK2土層
1 暗褐色土 焼土、ローム粒子を少械含む。
2 暗褐色土 炭化物、ロームプロックを少

鼠含む。
黄褐色土
黒褐色土 ローム粒子、ロームプロック

を少益含む。

゜
2m 

8̀
 

ml 

2号土堀

第37号住居跡カマ ド土層
1 茶褐色土 ローム粒子、焼土をわずかに含

む。
1層に近似し、炭化物を含む。
1層に近似し、砂粒を少菰含む。
1層に近似し、焼土が多い。
焼土を少嚢、炭化物を多温に含
む。

茶褐色土 ローム粒子、焼土プロックを少
贔含む。

茶褐色土
茶褐色土
茶褐色土
暗褐色土

゜
1m 

竿乃0 A' 

量
第110図 第37号住居跡カマ ド
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断面観察て‘‘は 3層、 6層がカマドの掘方、 1、 2、4、5層が燃焼部または天井部崩落土に該当す

ると考えられる。カマド右側の SKl、SK2は本住居跡に覆土がないのて、伴うかどうか不明て‘‘ある

が、住居内 l、2号土猥として報告する。住居内 1号土壊は貯蔵穴の可能性もある。周溝は幅約20cm

て、住居跡内を全周する。ヒ°ットは 2本検出されたが、主柱穴になるものはなかった。

遺物 1の須恵器坪は焼成がよくなく、体部の色調は緑灰だが、底部は褐色気味て‘ある。2の坪は

内面のロクロナデが粗く、体部中位から口縁部にかけて器壁が薄くなっている。遺構の時期は出土

遺物から稲荷前VII期て‘あろう。

ー

で言フ ロニーl

口
ロロニロ4
ロロニニロ5

5 1 • 9 i -
O 10cm 
1 ,  1 

第111図 第37号住居跡出土遺物

第37号住居跡出土遺物観察表（第111図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出士位置・ そ の 他

1 坪 (14.8) (9 9) ABCFG C 緑灰 15% No.53・カマド床上8cm、左回りの回転箆削り

2 杯 (12.1) BCFG A 暗青灰 10% No.53・カマド床上8cm 

3 椀 (14. 3) BCFG A 暗青灰 15% No. 9・床上 1cm 

4 甕 (15.0) ABEG A 橙 10% No.25・床上9cm 

5 甕 (21.5) BEFG B にぶい橙 15% No.22・床上4cm 

第38号住居跡（第112~115図）

遺跡西部、 F-19グリッドに位置する。第18号掘立柱建物跡、第123号土渡に切られていた。形態

は縦長の長方形て‘‘、規模は長径3.75m、短径3.28m、深さは約12cmてある。主軸方向はN-75°-E

て‘`、ほば東向きの住居跡て‘ある。カマドは東壁やや南寄りに位置する。カマド土層の 9 • 10層はカ

マド構築時の掘方て、 5層が天井部崩落士て｀あると思われる。粘土がカマド両袖、燃焼部、床面に、

ブロック状に残されていた。周溝は幅約14cmて‘ヽ、北西コーナーを除き全周した。主柱穴やヒ°ットは

検出しなかった。土層観察から第18号掘立柱建物跡に切られていることが確認て‘‘きた。

-101-



、8

1

A
-

0

)

呻

R

＼ 

"'I 

A力叩
A' 

第112図第38号住居跡

わI `
8
 

』 。I
A2930 

-A' 

冒 ／9／ 19

旦一 -g’ 

言

艮
口
冒
冒
冒
冒
冒
冒
胃
言
皇
“

第38号住居跡土層
1 暗褐色土焼土、炭化物、ロ

ーム粒子を含み、
しまりなし。

2 黒褐色土 ローム粒子、ロー
ムプロックを混在
し、 しまり持つ。

3 烈褐色土 炭化物、焼土を多
く混在し、ローム
粒子を少祉含む。

4 黒褐色土 ローム粒子をやや
多く含み、しまり
弱し ‘o

5 黒褐色土 (SB-17) 

゜
2m 

第38号住居跡カマド土層
1 暗褐色土 焼土、ローム粒子を含

み、 しまりなし。
2 暗褐色土 1層に近似し、ローム

粒子がやや大きい。
3 褐色土 ローム粒子、焼土プロ

ックを混在。
4 明褐色土 焼土、炭化物、ロ ーム

粒子を含む。
5 明褐色土 焼土、炭化物、粘土プ

ロックを混在し、 しま
り持つ。

6 褐色土粘土を主体とする。
7 黒褐色土 焼土をわずかに含み、

きめ細かくしまりなし。
8 赤褐色土焼土粒子、焼土ブロッ

クを主体とする。
9 明褐色土 焼土、ローム粒子を混

在。
10 褐色 土 ロームプロック、焼土

を含む。
11 カマド袖迫存部分

゜
1m 

第113図第38号住居跡カマド
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遺物 lの杯は底部、体部とも器壁が厚めて‘ヽ、口縁部内面に明瞭な沈線を持ち、白色針状物質を含

む在地産の土器てある。 2の杯は体部が大きく外反し、色調が淡く、白色針状物質を含まない北武

蔵系の土器て‘‘ある。 3の須恵器坪は焼成悪く、底部は回転糸切り後、左回りの回転箆削りて‘‘、体部

はほば直線的に外反する。 13、14の甕は大形の土器て‘‘、共に外面はタタキ、内面は当て具痕を持つ。

14は外面タタキ後、浅いが鋭い沈線を持つ。遺構の時期は稲荷前V期て‘‘あろう 。

第38号住居跡出土遣物観察表（第114• 115図）

番号 器種 日 径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・ その他

1 坪 (13.2) BCG B 橙 20% No.20・床上5cm、赤彩

2 坪 (1 4. 2) ABEG A 淡橙 15% No.21・床面直上、北武蔵系

3 坪 15.5 4.3 11.2 BCFG B 灰臼 90% No.2 • 9 ·10·12•42 ・床上 3 ~llcm 

4 好 (16.9) (3.8) (12.0) BCG B 暗青灰 15% No.25・床上7cm、右回りの回転箆削り

5 杯 10.8 BCFG A 暗青灰 40% No.19・ 24・床上1~2 cm 

6 坪 (13.4) ABCG A 暗青灰 10% No.33・床上5cm、手持ち箆削り

7 芸m BCF A 暗青灰 15% No.35・床上10cm

8 甕 (12.4) ABG C 赤褐 15% No.29•34 ・床上 4 cm 

， 甕 (15.0) BCFG A 赤褐 15% No.50・床上9cm 

10 長頸壺 BCG A 灰白 15% No.31・床上3cm 

11 甕 (21.8) BCG I J D 灰白 20% No.41・床上5cm、外面はタタキ

12 甕 (20.6) BFG A 灰白 20% No.44・45・床上3~8 cm、自然釉付着

13 甕 BCG C 灰臼 30% No.4 • 5・ 7 • 8・ 26・床上 1~7 cm 

14 甕 BCGJ A 灰白 30% No.18・ 14・床面直上～ 5cm、自然釉付着

ヽ

こ~2

二—~a
I I 

02 

゜
10cm 

第114図 第38号住居跡出土遣物 （1)
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第39号住居跡（第116• 117図）

遺跡西部、 F-19グリッドに位置する。形態は長方形て‘‘、規模は小さく、長径3.35m、短径2.78m

て、覆土はなかった。主軸方向はN-61°-Eて‘ヽ、北東向 きの住居跡てある。カマドが東壁南寄りに位

置するが、第18号掘立柱建物跡に大きく切られていたのて‘ヽ、実態は不明てある。貯蔵穴は約55cmX

40cmの楕円形て、、深さは約25cmてある。周溝は幅約17cmて全周する。 ヒ°ットは 4本検出されたが主

柱穴を構成するものはなかった。

迫物はほとんどなかったが、底部左回りの回転箆削りの須恵器坪の小片が覆土一括て‘‘検出された。

また第117図の出土遺物は本遺構のカマドを切る第18号掘立柱建物跡のPlから検出されたものてあ

るが、本遺構に伴うと考えられる。 というのは第18号掘立柱建物跡は、古代の遺構て、ある第38号住

居跡・第18号井戸跡を切る、古代より新しい中世の遺構て‘‘あるからてある。遺物 1の蓋は環状紐て‘‘、

天井部肩から 日縁部にかけて器壁が薄い。 2の蓋の鉦も環状だが 1より大きく、厚みを持つ。本遺

構の時期は出土遺物から稲荷前VI期てあろう 。

△ 
◎R 
◎P, 

＼ 

o| 

ご 工

一‘

8̀
 

A' 

第39号住居跡貯蔵穴土層
1 暗褐色土 ローム粒子、炭化物を含む。
2 暗褐色土 ローム粒子と暗褐色土の混

合土て、しまりなし。

A 9990 A’ 

“ 
Amo A’ 

゜
2m 

゜
1m 

第116図 第39号住居跡・貯蔵穴

こ二7--、_1 三盲“一
゜

10cm 

第117図 第39号住居跡出土遺物

第39号住居跡出土遺物観察表（第117図）

番号 1器種 I口径 1器高 1底径

1 蓋（17.4)I 3.2 

胎土 焼成 I色調 I残存 出土位罹•その他

2
 
蓋

BCG 

BCG 

A 1暗青灰 130% SB18•P1 出土
A 灰白 15% I SB18・ Pl出土、外面に自然釉付着
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(2) 掘立柱建物跡

第 1号掘立柱建物跡（第118図）
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P, 第 1号掘立柱建物跡土層
1 黒褐色土 ローム粒子、焼土、炭化

物を含む。
2 黒褐色土 1層よりローム粒子、ロ

ームブロック多く含む。
旦' 3 黒褐色土 1陪よりやや暗く、ロ ー

so 1 P5 ム粒子を多く含む。

- :゚里褐色土口し：竺麟ご

第118図第 1号掘立柱建物跡
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遺跡北東端、 C-27グリッドに位置する。主軸方位はN-8T-Wてほぱ東西を向く 。桁行は 4間て‘‘8.6

m、柱間は2.15m。梁行は 2間て‘‘4.6m、柱間は2.3m。柱穴は径約65cmのほば円形のものが多 く、深

さは約25cm、柱痕が確認て‘‘きたのは Pl、P2、P4、P7て‘ヽ、 土層断面の 1層が該当する。浅い第 1号

溝跡に東側梁の柱穴が切られていた。出土遺物は 8世紀と思われる土師器の小片を検出したが、付

近の第 2、3、4号住居跡が北西方向の主軸てあるのに、本遺構はほば東西て‘‘主軸を異にすること

から中世の遺構と想定される。

第 2号掘立柱建物跡（第119図）

遺跡東端、 F-26グリッドに位置する。主軸方位はN-70°-Eて東西方向の建物跡て‘‘ある。桁行は 3

間て‘‘5.lm、柱間は1.7m。梁行は 2間て‘4.4m、柱間は2.2m。柱穴は径約50cmのほぱ円形のものが多

く、深さは約25cmほどてある。柱痕ははっきりしないものが多かった。追構中央にある Pllは、本

遺構に伴わないと思われる。出土遺物はなかった。付近に隣接する住居跡と主軸をほぼ同じくする

ことから遺構の時期は古代と想定される。
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第 2号掘立柱建物跡土層
1 黒褐色土 ローム粒子を少祉含む。
2 黒褐色土 ロームブロックを少雇含む。
3 暗褐色土 ロームプロックを少址含む。
4 暗褐色土 ロームプロックを多輩に含む。

゜
2m 

第119図 第2号掘立柱建物跡
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第3号掘立柱建物跡（第120図）

遺跡北部、

uj 
ò ò 

A
-

E-24グリッドに位置す る。主軸方位はN-73'-Eて、はば東西方向の建物跡てある。
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第 3号掘立柱建物跡土層
l 黒褐色土 ローム粒子を含み、しまり・粘性やや弱い。
2 黒褐色土 ロームプロックを含み、しまりやや持つ。
3 黒褐色土 ローム粒子を均ーに含み、しまり持つ。
4 黒褐色土 ロームプロックを混在し、しまり強い。

暗褐色土
褐色土

ロームプロックを主体 とし、 しまり持つ。
ローム粒子をわずかに含み、きめ細かい。

゜
2m 

第120図 第3号掘立柱建物跡
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第4号掘立柱建物跡と重複し、本造構の P5て‘‘第 4号の P6と切合い、P5の土層の 1層は第 4号の柱

痕て‘‘、本遺構が切られていることが確認て‘‘きた。桁行は 4間て‘‘7.8m、柱間は1.95m。梁行は 2間て‘‘

5m、柱間は2.5m。柱穴は約70cmX 50cmほどのやや角張った楕円形のものが多く、深さは約30cmてあ

った。柱痕が観察てきた柱穴が多い。出土遺物はなかった。付近の住居跡と主軸をほぼ同じくする

ことから、遺構の時期は古代と想定される。

第4号掘立柱建物跡 （第121• 122図）

遺跡北部、 E-24グリッドに位置する。主軸方位はN-75°-Eて、はば東向きの遺構て‘ある。第3号

掘立柱建物跡と重複し、本造構が切る。桁行は 3間て‘5.7m、柱間は1.9m。梁行は 2間て‘、4.3m、柱

間は2.15m。柱穴は約50cmX40cmの楕円形が多く、深さは約25cm。四隅の柱穴が大きく、柱痕が観察

てきたのはPl、P2、P4、P5、P6てある。遺構の時期は付近の住居跡とほば主軸を同じくすること
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第4号掘立柱建物跡土層
1 黒褐色土 ローム粒子、炭化物、焼土を含

み、 しまり弱い。
2 黒褐色土 ローム粒子、ロームプロ ック を

含み、ややしまり持つ。
3 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロックを

混在。
4 黒褐色土 ローム粒子、炭化物を混在し、

しまり弱い。
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第121図第4号掘立柱建物跡
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から古代、出土遺物の蓋から稲荷前VIII期てあろう。

第122図 第4号掘立柱建物跡出土遣物

第4号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第122図）

三 二二
゜

1 

10cm 

番号 1器種 1口径 1器高 1底径 1 胎土

l 蓋（14.4)I I I BCG 

焼成 I色調 I残存 出土位置•そ の 他

A l暗青灰 I 5% I P5出土

第 5号掘立柱建物跡（第123• 124図）

逍跡東部、 H-25グリッドに位置する。主軸方位はN-11°-Wて‘‘、南北方向の建物跡て‘‘ある。桁行は

3間て‘‘4.95m、柱間は1.65m。梁行は 2間て‘‘3.9m、柱間は1.95m。柱穴は径約55cmのほぼ円形のも

のが多く、深さは約35cmほどてある。南側の梁の柱穴 P5がややずれる。柱穴は柱痕が観察て‘‘きたも

のが多い。中央部の PllはP5と同じようにずれるのて‘ヽ、本遺構に伴うと思われる。 P5から土師器

の坪、 P6から須恵器の蓋を検出。 1の土師器坪は 6世紀の古い様相を持つ土器て、混入遺物て‘‘あろ

う。 2は口径の大きい蓋と推定て‘｀き、焼きがよい。遺構の時期は出土遺物から稲荷前IX期てあろう。

`
8
 

E
g
 9
 

o| 

u1 

’― 

19口］言：二 ~I

量冒冒量冒直
゜

2m 

第 5号掘立柱建物跡土層
1 黒褐色土 ローム粒子を均ーに含む。
2 黄褐色土 ロームブロックを多く含む。
3 黒褐色土 炭化物、焼土、ロームプロッ

クを含み、 しまり持つ。
3,黒褐色土 ローム粒子を少祉含む。
4 黄褐色土 ローム粒子を少紐含む。
5 黒褐色土 ロームプロックを混在。
6 黄褐色土 ローム粒子を多く含む。

第123図第 5号掘立柱建物跡
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第124図 第 5号掘立柱建物跡出土遣物

第 5号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第124図）

~I底径
2 蓋（17.1)

胎土 焼成 I色調 I残存 出土位置 その他

BCEG 

BCG 

A 1赤褐 5% P5出土

A 暗青灰 10% I P6出土

第 6号掘立柱建物跡（第125• 126図）
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第125図第 6号掘立柱建物跡
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遺跡東部、 H-25グリッドに位置する。主軸方位はN-22°-Wて‘‘、やや西に傾く南北向きの建物跡

て‘‘、第23号住居跡のカマドを切っていた。 3間X3間のほぱ正方形て‘‘、どちらが桁か、梁かはっき

りしない。南北は5.55m、柱間は1.85m。東西は5.7m、柱間は1.90m。柱穴は70cmX55cmほどの楕

円形のものが多く、深さは約30cmてある。出土遺物は P7から 1の土師器坪、 P8から 2の須恵器坪

を検出した。 1は器壁がやや厚く、口縁部外面は内湾し、内面に沈線が巡る。 2は器壁薄く、焼き

のよい土器て‘‘、ロクロナデによる凹凸を残し、日縁外面先端て‘‘やや摘み出ている。遺構の時期は出

土遺物から稲荷前VII期て‘‘あろう 。

三 言 7 。 10cm 

第126図 第6号掘立柱建物跡出土遣物

第6号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第126図）

番号 1器種 1口径 1器高 I底径

l 杯 (15.6)

焼成 I色調 I残存

2
 
杯 I 04.2) 

胎上 出土位 置• そ の 他

ECG 

ECG 

B 橙 10% I P7出士、 赤彩
A 暗青灰 5% P8出土

第 7号掘立柱建物跡（第127• 128図）

遺跡中央部、 F-23グリッドに位置する。主軸方位はN-8 °-Wてほば南北向きの建物跡て‘ある。第

4号溝跡と第 2号溝跡、第141号土漿に切られていた。桁行は 4間て‘‘7.6m、柱間は1.9m。梁行は 3

間て‘‘5.7m、柱間は桁行と同じて‘‘1.9m。柱穴は約70cmX50cmの楕円形のものと、約70cmX 50cmの隅丸

方形のものの 2種類があった。深さは浅いものは約20cm、深いものは約50cmてある。 P5から須恵器

の杯を検出した。 1の坪は色調が青みがかった土器て‘‘、ロクロナデによる外面の凹凸があり、口縁

部がやや厚い。 2、 3は底部左回りの回転箆削りてある。遺構の時期は出土遺物から稲荷前IX期て‘

あろう 。

＼□1 戸ニー ＼＝＝ニミー
I 3 

゜
10cm 

第127図 第7号掘立柱建物跡出土遺物

第7号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第127図）

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置・ その他

1 坪 (12 1) BCG A 暗青灰 5% P5出土
2 坪 (8.6) BCEG C オリープ灰 10% P5出土
3 坪 (7.1) BCG A 暗青灰 5% P5出土
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色 P。

量第 7号掘立柱建物跡土層
1 暗褐色土 ローム粒子、ロ ームプロックを少裁含み、しまり弱い。

2 暗褐色土 ローム粒子、ロ ームプロックを含み、しまりやや持つ。
3 暗褐色土 2層に比ベロームプロックは小さく、 しまり持つ。

4 暗褐色土 黒色土を混在し、きめやや粗く、しまり弱い。
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第128図第7号掘立柱建物跡
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第8号掘立柱建物跡（第129図）

遺跡中央部、 F-23グリッドに位置する。主軸方位はN-80°-Eて‘‘東西方向の建物跡て‘ある。西側を
第9号掘立柱建物跡に切られていた。桁行は 3間て‘5.7m、柱間は1.9m。梁行は 2間て‘‘4.lm、柱間
は、 2.5mと1.6m。柱穴は45cmX35cmほどの楕円形のものが多く、深さは約10cm。柱痕はあまりは
っきりしなかったが、土層の 1、4層が該当する。しっかりとした出土遺物はなかったが、 8世紀
代と思われる土師器片を検出した。第 7号掘立柱建物跡と90°ちがいだが、主軸をはば同じくするこ
とから古代の遺構て‘あろう。
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第 8号掘立柱建物跡土層
A 2120 

P, P, 
1 里褐色土 ローム粒子、ロームプロック

- P, 

",、 を混在し、 しまり弱い。
2 黒褐色土 1層に比べ暗く、 しまりやや

持つ。
3 黄褐色土 ローム粒子、ロームプロックB' 

を含み、しまりやや強い。SB 9 PI p. 
4 暗褐色土 炭化物、焼土を含み、しまり

p5 SO 6 

やや弱い。
5 賀褐色土 ローム粒子を多く含む。
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第129図第 8号掘立柱建物跡

第9号掘立柱建物跡（第130図）

遺跡中央部、 F-22グリッドに位置する。主軸方位はN-58°-Eて‘‘北東向きの建物跡てある。桁行は
3間て‘‘7.5m、柱間は2.5m。梁行は 3間て‘‘5.55m、柱間は1.85m。柱穴は60cmX45cmほどの楕円形の
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ものと、 70cmX 60cmほどの隅丸長方形のものとがあった。深さは約25cmてある。柱痕が観察て‘‘きた

柱穴が多い。出土遺物はなかったが、

の時期は古代と思われる。

中世と思われる第 4、6号溝跡に切られていることから遺構

3
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第 9号掘立柱建物跡土層
1 茶褐色土 ローム粒子を少祉含む。
2 褐色土 ロームプロックを含む。

褐色 土
褐色土

第130図

ローム粒子、炭化物を混在。 o 
ローム粒子を含み、しまりやや強い。

第9号掘立柱建物跡
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第10号掘立柱建物跡（第131図）
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遺跡中央部、 G-22・23グリッドに位置する。整理段階て‘確認した遺構て‘‘ある。主軸方位はN-71゚ー

Wて‘東西方向の建物跡て‘‘ある。桁行は 4間て‘‘7.6m、柱間は1.9m。梁行は 3間て‘‘4.5m、柱間は1.5

m。西側と北側一部に庇を持つ。柱穴は概して小さく、径約25cmのはば円形のものが多く、深さは深

いものて‘‘約40cm、浅いものて‘約10cmてある。遺構内て‘‘第11号掘立柱建物跡、第16号井戸跡と重複す

る。出土遺物はなかった。遺構の時期は中世と思われる。

第11号掘立柱建物跡（第132図）

遺跡中央部、 G-23グリッドに位置する。整理段階て‘確認した遺構て‘ある。主軸方位はN-10°-E

て‘、やや東に傾いた南北方向の建物跡て｀ある。桁行は 3間て‘‘3m、柱間は0.9mと1.2m。梁行は 1間

て‘‘2.4m。遺構中央て‘第16号井戸跡、外側て‘‘第10号掘立柱建物跡と重複する。柱穴は楕円形のものが

多く、大きいものて‘‘約50cmX40cm、小さいものて‘‘約25cmX20cm、深さは15~50cmてある。出土遺物はな

かった。遺構の時期は中世と思われる。
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第132図 第11号掘立柱建物跡

第12号掘立柱建物跡（第133図）

遺跡中央部、 G-22グリッドに位置する。整理段階て‘‘確認した遺構て｀ある。主軸方位はN-26°-W

て、北西方向を向く建物跡て‘ある。桁行は 2間て‘6.6m、柱間は3.3m。梁行は 2間て‘4.2m、柱間は

2.lm。柱穴は50cmX30cmほどの楕円形のものが多く、深さは浅いものて｀約15cm、深いものて‘‘約50

cm。出土遺物はなかった。遺構の時期は東側の第18号住居跡と主軸をほぼ同じくすることから、古

代て‘‘あろう。
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第13号掘立柱建物跡（第134図）

遺跡中央部、 H-22・23グリッドに位置する。整理段階て‘‘確認した遺構てある。主軸方位はN-70°

-wて‘‘、東西方向の建物跡て‘‘ある。柱穴がやや並ばないところもあり、確実て｀はないが、桁行は 4間
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て‘7.6m、柱間は1.9m、梁行は 2間て‘5m、柱間は2.lmと2.9mを想定した。柱穴は小さいものて‘径

約30cm、大きいものは径約60cmの楕円形て‘‘、深さは約30cmてある。出土遺物はなかった。遺構の時

期は中世と思われる。
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第14号掘立柱建物跡（第135図）

遺跡北端て‘‘水田地帯に落込み始める傾斜地、 C-22グリッドに位置する。第14号掘立柱建物跡の北

側に隣接する。主軸方位はN-18°-Wて南北方向の建物跡てある。桁行は 3間て‘‘6.15m、柱間は2.05m。
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第14号掘立柱建物跡土層
1 黒色 土 ローム粒子を少

品含み、きめ細
かく、粘性持つ。

1,黒色 土 1陪よりローム
粒子がやや多い。

2 黒褐色土 ローム粒子を含
み、 しまり弱い。

3 褐色 土 ローム粒子を含
み、きめ細かい。

4 賀褐色土 ローム粒子を多
く含む。
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第135図第14号掘立柱建物跡
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梁行は 2間て‘5.3m、柱間は2.65m。柱穴は径約40cmのほぱ円形て‘‘、小さいものが多く、深さは約

40~60cm。出土遺物はなかったが、付近に古代の住居跡等がないのて‘‘、隣接する第15号掘立柱建物

跡とともに、遺構の時期は中世と思われる。

第15号掘立柱建物跡（第136図）

遺跡北端、 C-22グリッドに位置し、第14号掘立柱建物跡の南側に隣接する。主軸方位はN-18°-W

て‘‘、南北方向の建物跡て‘‘ある。桁行は3間て‘‘6.6m、・柱間は2.2m。梁行は2間て` 5.Sm、柱間は2.9m。

第14号掘立柱建物跡と規模はやや異なるが、よく似た遺構て‘‘ある。柱穴はやや小さく、径約30cmの

UL 

A
-

Po 
Pa 

ー E

O

6

~

 

R
 

E
O
8
.
N
 

Po ，゚ Pa 

E

O

N

.
N
 

B
- 2.9 om 

t
 

』
R
 

290mー ニ ： 胃
P, 

瓢ー□□□□攣
竿 7Do p.

P, ---5. 

色 Ps d g 

冒

第15号掘立柱建物跡土層
1 暗褐色土 ローム粒子、わずかの焼土、炭化物を含む。

2 褐色土 ローム粒子を含み、しまり、粘性やや持つ。

3 黄褐色土 ローム粒子を多く含む。
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第136図第15号掘立柱建物跡
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円形のものが多く、深さは10~20cm。柱痕が観察て‘‘きた柱穴がある。出土遺物はなかった。付近に

古代の住居跡等がないのて‘‘、隣接する第14号掘立柱建物跡とともに、遺構の時期は中世て‘‘あろう。

第16号掘立柱建物跡（第137図）

遺跡中央部やや西寄り、 F-21グリッドに位置する。主軸方位はN-29'-Wて‘‘、北西向きの建物跡て‘‘

ある。形態はほぱ方形て‘、桁行は 2間て‘‘3.6m、柱間は1.8m。梁行は 2間て‘‘3.lm、柱間は1.55m。

柱穴は約50cmX40cmの楕円形が多く、深さは約30cmてある。北側のピットを一つ確認てきなかった。

P4、P5の間のピットは第 4号溝跡によって壊されていた。柱穴覆土の 1層が柱痕と思われる。出土

遺物はなかった。中世と思われる第 4号溝に切られることから、遺構の時期は古代て‘あろう。
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第16号掘立柱建物跡土層
1 暗褐色土 ローム粒子、焼土、炭化物を含む。
2 褐色土 ローム粒子を含む。
3 黄褐色土 ローム粒子、ロ ームプロ ックを含

み、 しまり持つ。
4 賀褐色土 ローム粒子を多 く含む。

゜
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第137図第16号掘立柱建物跡

第17号掘立柱建物跡（第138図）

遺跡西北部、 F-19グリッドに位置する。主軸方位はN-64°-Eて‘‘、東西方向の建物跡てある。遺跡

西部に並ぶ掘立柱建物跡群の一つてある。第115号土墟に切られ、第18号掘立柱建物跡と重複する。

形態はほぱ方形て‘｀ある。桁行は 2間て‘‘4.2m、柱間は2.lm。梁行は 2間て‘‘3.7m、柱間は1.85m。柱

穴は約40cmX 30cmのほば円形のものが多く、深さは約30cmてある。柱穴覆土の 2層が柱痕てあるが、

はっきりしないピットもあった。 P5から 8世紀と思われる土師器片を検出した。遺構の時期は古代

てあろう。
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P, ュ： 第17号掘立柱建物跡土層

1 暗褐色土焼土、炭化物を含む。
2 暗褐色土 1庖に近似し、 しまり弱

し‘o

3 褐色土 ローム粒子、ロ ームプロ
ックを含み、 しまり持つ。

3'褐色土 3層に近似し、ローム粒
子がより多い。

゜
2m 

第138図 第17号掘立柱建物跡

第18号掘立柱建物跡（第139図）

遺跡北西端、 F-19グリッドに位置する。主軸方位はN-83'-Wて‘‘東西方向の建物跡て‘ある。桁行は

3間て‘‘6.9m、柱間は2.3m。梁行は 3間て‘5.55m、柱間は1.85m。柱穴は約40cmX30cmのほぼ楕円形

のものが多く、深さは40~60cmてあった。柱穴土層の 2層が柱痕て‘あろうと思われるが、はっきり

しないものもあった。東側て‘古代の第38号住居跡、西側て‘‘ Plが第39号住居跡のカマ ド、南側て‘‘P9

が古代の第18号井戸を切ることから、古代より新しい遺構て‘‘ある。また遺跡西側に並ぶ古代の掘立

柱建物跡群と主軸を異にし、遺跡中央部にある中世の掘立柱建物跡群と主軸を同じくすることから

も、中世の遺構てあると思われる。

遺物は第39号住居跡のカマドを切る Plから稲荷前VI期と思われる須恵器蓋 2点が検出されたが、

第39号住居跡の混入と考えられ、そちらて‘‘扱うことにした。他に遺物は検出しなかった。
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第139図 第18号掘立柱建物跡
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第19号掘立柱建物跡（第140図）

遺跡北西端、 F-18グリッドに位躍する。主軸方位はN-24°-Wて‘ヽ、北西向きの建物跡て‘‘ある。遺跡

西部に並ぶ掘立柱建物跡群の一つてある。本遺構の Plは第26号溝跡に、 P2は第30号溝跡に切られ

ていた。

桁行は 2間て‘‘5.6m、柱間は2.8m。梁行は 2間て‘‘4.2m、柱間は2.lm。柱穴は径約50cmと40cmの円

形のものが多く、深さは約20~50cmてある。四隅の柱穴が大きくて深い傾向があった。柱穴土層の

1層が柱痕てあると思われるが、はっきりしないものもあった。

出土遺物はなかったが、北西向きの主軸を持つことから古代の遺構て‘あろう。
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第19号掘立柱建物跡土層
1 黒褐色土 ローム粒子を少拭含む。
2 黒褐色土 ローム粒子をやや多く含み、

しまり強し ‘o
2陪に近似し、しまり弱い。2,黒褐色土

3 暗褪色土
4 灰褐色土
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第140図 第19号掘立柱建物跡
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第20号掘立柱建物跡（第141図）

遺跡北西端、 G-19グリッドに位置する。主軸方位はN-63°-Eて‘‘北西向きの建物跡て‘‘ある。遺跡西

部に並ぶ掘立柱建物跡群の一つてある。 2間 (4.2m)X 2間 (4.2m)の方形の建物て‘ヽ、柱間は全て

2.lmて‘ある。柱穴は径約30cmのほぼ円形て‘‘、深さは 5~40cm。出土遺物はタタキのある甕の破片を

検出した。遺構の時期は主軸を北西に持つことと遺物から古代て‘‘あろう。
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第20号掘立柱建物跡土層
1 黒褐色土 ローム粒子を少批含む。（柱痕？）
2 暗褐色土 ローム粒千をやや多く含む。
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第141図第20号掘立柱建物跡

第21号掘立柱建物跡（第142図）

遺跡西端、 H-20グリッドに位置する。主軸方位はN-22°-Wてヽ、北西向きの建物跡てある。遺跡西

部に並ぶ掘立柱建物跡群の一つてある。桁行は 2間て‘‘4.7m、柱間は2.35m。梁行は 2間て‘̀4.lm、柱

間は2.05m。柱穴は径約50cmのほば円形のものが多く、深さは30~65cmてあった。柱痕を持つ柱穴が

いくつか検出された。遺物は 8世紀代と思われる土師器杯小片を検出した。遺構の時期は本遺構の

P8が稲荷前VI期て‘‘ある第22号掘立柱建物跡に切られていることから、それ以前の時期て‘あろう。
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第21号掘立柱建物跡土層

P, B' l 黙褐色土 ローム粒子を含む。（柱痕）

ー . 1'黒褐色土 しまりやや弱い。（柱抜取り痕？）

2 黒褐色土 ロームプロックを混在。（掘方）
2'黒色土 ロームプロック混合土
3 褐色土
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第142図 第21号掘立柱建物跡

第22号掘立柱建物跡（第143• 144図）

遺跡西端、 H-19グリッドに位置する。主軸方位はN-55°-Eて‘ヽ、北東向きの建物跡てある。遺跡西

部に並ぶ掘立柱建物跡群の一つてある。本遺構のpgが第20号掘立柱建物跡の P8を切り、本遺構が

新しい。桁行は 3間て‘‘5.7m、柱間は1.9m。梁行は 3間て5.4m、柱間は1.8m。柱穴は約75cmX55cm 

ほどの楕円形、または小判形て‘‘、深さは約55cmてある。柱痕が観察て｀きた柱穴が多い。出土遺物の

1は白色針状物質を含まない北武蔵系の坪て‘‘、底部と口縁部の境に屈曲を持つ。 3は器壁薄く、焼

きのよい土器て‘ヽ、日縁部の外反がやや強い。遺構の時期は遺物から稲荷前VI期てあろう。

第22号掘立柱建物跡出土遣物観察表（第144図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・ その他

1 坪 (15 3) BEG B 橙 5% P7出土、北武蔵系

2 坪 (14.2) BCG B 暗青灰 10% P7出土

3 坪 (16.8) BCG A 灰白 5% P5出土
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番号 器種 ロ 径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出 土位置・ その他

4 坪 (10.4) BCG C 暗青灰 10% P7出土

5 古向舟皿皮 11 8 BCG A 暗青灰 10% pg出土
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第22号掘立柱建物跡土層
l 黒褐色土 しまりなし。（柱痕）
l'黒褐色土 ローム粒子を少批含む。（柱抜取り痕）
2 黒褐色土 ロームプロックをやや多く含む。
2' 熙褐色土 ローム粒千を縞状に含み、硬くしまる。

2’'暗褐色土 ロームプロックを多く含み、しまり持つ。
3 暗掲色土 ロームプロックを少餓含み、硬くしまる。
3'暗褐色土 ローム粒子を少品含む。
4 暗褐色土 ローム粒子を含み、ややしまり弱い。

゜
2m 

第143図第22号掘立柱建物跡
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第144図 第22号掘立柱建物跡出土遣物

第23号掘立柱建物跡（第145図）

遺跡西部、 H-20グリッドに位置する。2間X1間の建物跡てあるが、遺跡内に同様の遺構がなか

った。柱穴が他に確認て‘‘きなかっただけて‘‘、 2間X 2間以上の遺構になる可能性もあることを指摘

しておく 。主軸方位はN-75°-Eて東西方向の建物。桁行は 2間て‘‘5m、柱間は2.5m。梁行は 1間て‘‘

2.6m。柱穴は約50cmX40cmの楕円形のものが多く、深さは約40~60cmてある。出土遺物はなかっ

た。遺跡西部に並ぶ掘立柱建物跡群の一つてある。遺構の時期は古代てあろう 。

C̀-
ul 

A
- A' 丘＇

屯
's 

B
-

,1 

O? 

0 

u| 

a.-

A 97.90 P. p, A' R
 

B
-

p, B' 

g 

゜第145図第23号掘立柱建物跡
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第24号掘立柱建物跡 （第146図）

遺跡南西部、 I -20グリッドに位置する。主軸方位はN-34°-Wて＂、北西向きの総柱建物跡て‘‘ある。

第23号掘立柱建物跡と重複するが切合い関係は確認て‘‘きなかった。桁行は 2間て‘3.3m、柱間は1.65

m。梁行は 2間て‘2.9m、柱間は1.45m。柱穴は約50cmX45cmのほば円形のものが多く、深さは20~50

cmて‘‘ある。柱痕が観察て‘きた柱穴がある。遺物は 8世紀代と思われる土師器甕の破片を検出した。

遺跡西部に並ぶ掘立柱建物跡群の一つてある。遺構の時期は古代て‘‘あろう。
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第24号掘立柱建物跡土層
1 暗褐色土 ローム粒子を含み、しまり弱い。（柱痕）
2 暗褐色土 ロームプロックを含む。
2'灰褐色土 ローム土を含む。
2"暗褐色土 ローム土を含み、部分的に縞状てある。

0 2m 
l l l 

第146図第24号掘立柱建物跡

第25号掘立柱建物跡（第147図）

遺跡南西部、 I-21グリッドに位置する。主軸方位はN-25°-Wて‘‘北西向きの総柱建物跡て‘‘ある。桁

行は 2間て‘‘3m、柱間は1.5m。梁行は 2間て‘‘2.6m、柱間は1.3m。柱穴は径約50cmのほば円形のもの

が多く、深さは約40~55cmてある。柱痕の確認て‘‘きた柱穴が多い。遺跡西部に並ぶ掘立柱建物跡群

の一つてある。出土遺物はなかったが、遺構の時期は古代てあろう 。
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第25号掘立柱建物跡土層
1 黒褐色土 ローム粒子を含む。（柱痕）

B P, Pg p2 B' 2 黙褐色土 ローム粒子、ロ ームプロックの混土陪。
3 暗褐色土
3'暗褐色土 ローム粒子を混在。
4 褐色土 ローム粒子を含まず、しまりない。
4'褐色 土 4層に近似する。
5 褐色土 ローム粒子を含み、しまりない。
5'褐色土 5層に近似し、ローム粒子がやや少ない。
6 黒褐色土 ローム粒子をわずかに含み、 しまり強い。
6'黒褐色土 6層よりしまりやや弱い。

C p. p. P, c 

゜
2m 

第147図 第25号掘立柱建物跡

第26号掘立柱建物跡 （第148• 149図）

遺跡南西部、 I • J -21グリッドに位置する。遺跡西部に並ぶ掘立柱建物跡群の一つてあり、第27

号掘立柱建物跡 と重複 し、外側の遺構てある。平面フ ラ゚ン精査時に内側の27号から外側の26号への

拡張てある ことを確認した。主軸方位はN-29°-Wて‘‘、 北西向きの総柱建物跡て‘ある。規模は 2間(3.6 

m) X 2間 (3.6m)の方形て‘‘、柱間は全て1.8m。柱穴は60cmX 50cmの楕円形のものが多く、深さは

約45~120cmてある。柱痕が観察て‘‘きた柱穴が多い。 P8の底からは柱材の残存部が検出された。残存

部の推定径は約15cmてある。同じ P8から須恵器の蓋 と土師器の甕の底部を検出した。 1の蓋は焼き

が悪く、外面は暗青灰だが内面は灰白て‘ある。口径が大きく、天井部の低い蓋と推定される。 2は

底部を箆削り した乎底の甕て‘‘、器壁はやや薄い。 出土遺物より遺構の時期は稲荷前VII期てあろう 。
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第26号掘立柱建物跡土層
1 黒褐色土 ローム粒子を含み、しまり弱い。
2 暗褐色土 ローム粒子を含む。
3 黒褐色土 ローム粒子を少址含む。
4 黒褐色土 ローム粒子、ロームブロック含む。
5 灰褐色土 ローム粒子を少址含む。
6 灰褐色土 ローム土を含む。
7 暗褐色土 ローム粒子を含む。
8 黒褐色土 ローム混合土。
9 暗褐色土 ローム粒子を少拭含む。

Pa 旦'10 暗褐色土 ロームプロック、ローム粒子を含む。
11 暗褐色土 小径のロームブロック多く含む。
12 黒褐色土 くずれたロームを少祉含む。
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第148図第26号掘立柱建物跡
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第149図 第26号掘立柱建物跡出土遣物

第26号掘立柱建物跡出土遣物観察表（第149図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・ その他

1 芸呵 (19 1) ABCG C 暗青灰 5% PS出土

2 甕 (5.2) ABCEG A にぶい橙 10% P8出土

3 柱材 残存径約15cm 残存長11cm P8出土
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第27号掘立柱建物跡（第150図）

遺跡南西部、 I • J -21グリッドに位置する。第26号掘立柱建物跡と重複する、内側の遺構て‘‘あ

る。主軸方位はN-31°-Wて‘‘北西向きの総柱建物跡て｀ある。桁行は 2間て‘‘3.2m、柱間は1.6m。梁行

は2間て‘‘2.8m、柱間は1.4m。柱穴は約70cmX 60cmの楕円形のものが多く、深さは20~40cmてある。

西側の柱穴は第14号溝に壊され、確認てきなかった。出土遺物はなかった。遺跡西部に並ぶ掘立柱

建物跡群の一つてある。遺構の時期は稲荷前VIII期の第26号掘立柱建物跡より古く、古代てあろう。
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第150図第27号掘立柱建物跡

遣跡西部に並ぶ

掘立柱建物跡群

（南から北を望む）

手前がSB31

その奥が

SB28・29・30 

またその奥が

SB26・27 
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第28号掘立柱建物跡 （第151図）

遺跡南部、 J-21グリ ッドに位置する。主軸方位はN-17°-Wて‘‘北西向きの建物跡て‘‘ある。第29・30

号掘立柱建物跡と重複する。桁行は 2間て4m、柱間は2m。梁行は2間て3.6m、柱間は1.8m。柱穴

はやや小さく、約40cmX25cmの楕円形のものが多く、深さは約15cmてあった。P6がややずれ、本遺

構のヒ°ットてあるか不明。出土遺物はなかった。遺跡西部に並ぶ掘立柱建物跡群の一つてある。遺

構の時期は古代てあろう。
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2877掘立柱建第151図 第 C, 物跡

第29号掘立柱建物跡（第152図）

遺跡南部、J-21グリッドに位置する。主軸方位はN-32°-Wて‘‘北西向きの建物跡て‘‘ある。第28・30

号掘立柱建物跡と重複する。桁行は 3間て‘‘5.85m、柱間は1.95m。梁行は2間て‘‘3.8m、柱間は1.9 

m。柱穴は約60cmX50cmの楕円形のものが多く、深さは20~50cmてあった。柱痕が確認て‘‘きた柱穴が

多い。出土遺物は 8世紀代と思われる土師器片を検出した。遺跡西部に並ぶ掘立柱建物跡群の一つ

てある。遺構の時期は古代てあろう 。
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第19号掘立柱建物跡土層
l 黒褐色土 ローム粒子をわずかに含み、しまり弱い。

（柱痕）

1'黒褐色土 ローム粒子をやや多く 含み、しまりやや
強い。（柱抜取 り痕？）

2 黒褐色土 ロームプロックをやや多く含み、しまり
強い。

黒褐色土 黒色土とローム粒子の混土陪。

-g’ 4 黒褐色土 ローム粒子を多く含む。
暗褐色土 ローム粒子、焼土を含み、しまり弱い。

゜
2m 

第152図 第29号掘立柱建物跡

第30号掘立柱建物跡（第153図）

遺跡南部、J-21グリッドに位置する。主軸方位はN-28°-Wて‘北西向きの建物跡て‘‘ある。第28・29

号掘立柱建物跡と重複する。桁行は 4間て‘‘8.2m、柱間は2.05m。梁行は 2間て‘、4.4m、柱間は2.2

m。柱穴は径約55cmのほば円形のものが多く、深さは約30~60cmてあった。柱痕、あるいは柱を抜取

った痕跡を観察て‘‘きた柱穴が多い。遺跡西部に並ぶ掘立柱建物跡群の一つてある。 8世紀代と思わ

れる須恵器片、土師器片を検出した。遺構の時期は古代てあろう。
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第30号掘立柱建物跡土層
l 褐色 土 （柱痕）
2 黒褐色土 ロームプロックを少

鼠含む。
2'黒褐色土黒色土とロ ームプロ

ックの混土層。
2 "褐色土 2層に近似し、ロー

g ムブロックが多い。
- 3 黙褐色土 ローム粒子を少鼠含

む。 （柱抜取り痕）

2m 

第153図 第30号掘立柱建物跡
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第31号掘立柱建物跡（第154図）

遺跡南端、 K-22グリッドに位置する。主軸方位はN-41°-Wの北西向きの建物跡て｀ある。桁行は 3

間て‘‘5.85m、柱間は1.95m。梁行は 2間て‘4.6m、柱間は2.3m。柱穴は円形て径約60cmほどのやや大

きめのものが多く、深さは30~45cm。柱穴は柱痕、 あるいは柱を抜取った痕跡を観察て‘‘きたものが

多い。 8世紀代と思われる土師器片を検出した。遺跡西部に並ぶ掘立柱建物跡群の一つて‘‘ある。遺

構の時期は古代てあろう。
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第31号掘立柱建物跡土層
1 暗褐色土 ローム粒子を少盆含み、し

まりなし。（柱痕？）
2 黒褐色土 ロームプロックを少抵含み、

しまり強い。
2'黙褐色土 ローム粒子と黒色土の混土

}(,/。
黒祝色土 口＿ムプロック、ローム粒

子やや多 く含み、 しまり弱
い。（柱抜取り痕 ？）

3' 暗褐色土 ローム粒子を多く含み、し
まり弱い。（柱抜取り痕？）

゜
2 m 

第154図 第31号掘立柱建物跡
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(3) 井戸跡

第 1号井戸跡（第155• 156図）

遺跡東部、 G-25グリッドに位置し、第11

号住居跡の中央を切って構築 していた。上

端の平面は約2.55mX2.5mの隅丸方形て‘、

底はほば円形て約55cmX 50cmてある。上部

にテラス状の段を持ち、中位から下は播鉢

状に掘り込まれていた。深さは約lmてあ

る。井戸の底から井戸枠と思われる板材を

検出 した。遺物は第11号住居跡のものと思

われるものもあったが、 8世紀代のものを

多数検出 した。 1の土師器杯は口縁部の立

上がりが緩い、赤彩された皿状の土器てあ

る。 2の須恵器坪は 日縁部が外反し、先端

て‘‘やや厚い。遺構の時期は出土遺物から稲

荷前VII期頃て‘あろう。
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第 1号井戸跡土層
1 黒褐色土 炭化物を多く含み、しまり弱い。
2 褐色土 ローム粒子、小石を含み、きめ粗雑。
3 暗褐色土 ローム粒子を含み、しまり弱い。
4 赤褐色土 鉄分を混在し、しまり弱い。
5 暗褐色土 ローム粒子、砂粒、小石を含む。
6 黄褐色土 ロームプロックを主体とし、ローム粒子を含む。
7 褐色土 ローム粒子を含み、しまり弱い。
8 黙褐色土 ローム粒子、ロ ームブロックを含む。

゜冒 □
戸□1
＼ 
I I 

2m 

第155図第 1号井戸跡

゜
10cm 

0 10cm 
1,  1 

第156図 第1号井戸跡出土遺物
ミ
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第1号井戸跡出土遺物観察表（第156図）

番号 器種 ロ径 器喬 底径 胎上 焼成 色調 残存 出土位置・ その他

1 坪 (13.6) BC B 橙 5% 裂土一括、赤彩

2 杯 (15. 7) BCG C 灰白 10% 裂土一括

3 好 (12.8) BCG A 暗青灰 10% 裂土一括

4 坪 (11. 9) BCG A 暗青灰 10% No.25 ・床上25cm

5 坪 (8.2) BCG A 暗青灰 15% No.14 ・床上25cm

6 板材 残存長37.5cm 幅27.3cm 厚さ5.5cm 井戸枠

第 2号井戸跡（第157図）

遺跡東端、 I-26グリッドに位置し、第23

号住居跡の北側に隣接する。形態は上端が

約l.35mX1.2mの楕円形て‘‘、深さは約1.2

m、下端も楕円形て‘‘0.6mX0.5mて‘‘ある。断

面は上部が開き気味てあるが、ほぱ円柱状

に掘り込まれていた。出土遺物はなかった。

遺構の時期は不明てある。

A 2690 A
 

／ 

A
-

A' 

第2号井戸跡土層
l 暗褐色土焼土、 炭化物を含む。
2 黒褐色土 焼土を含み、粘性持つ。
3 黒 色 土 ローム殴粘土を含み、粘性持つ。

0 2m 

第157図第 2号井戸跡

第 3号井戸跡（第158図）

遺跡東部、 I-25グリッドに位置する。第

21号土墟を切る。形態は上端が径約0.7m

の円形て‘‘、深さは0.95m、下端も径約0.5m

の円形て‘‘ある。断面はほば円柱状に掘り込

まれていた。底から丸太を判貫いて作った

と思われる井戸枠の破片、遺物 1の坪、や

や浮いた状態の木片を検出した。 1の土師

器坪は赤彩され、底部が低く、口縁部はほ

ぱ直立する。口縁部内面の沈線は鋭い。遺

物 1から遺構の時期は稲荷前IV期頃てあろ
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第158図 第3号井戸跡・出土遣物

第3号井戸跡出土遺物観察表（第158図）

番号 1器種 1口径 1器高 1底径
1 坪（10.5)I 3.3 

胎 土 焼成 I色調 I残存 出 土 位置•その他

BCEG A I橙 I 40% I No. 3・床上7cm、裂土一括、赤彩

第 4号井戸跡（第159図）

遺跡中央部やや東より、 H-24グリッドに位置し、第20号住居跡の南に隣接する。形態は上端が径

約l.lmのほば円形て‘‘、深さは1.5m、下端は楕円形て‘約0.75mX0.6mてある。断面はほぱ円柱状に

掘り込まれ、覆土にはロームブロックを含み、人為的な堆積状態て‘あった。出土遺物はなかった。
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A 2920 

第4号井戸跡土層
1 暗褐色土 小石を多く含み、しまり弱い。
2 暗褐色土 小石を多く、ロームプロック

をまばらに含み、粘性持つ。
3 暗褐色土 小石を少址、ロームブロック

を多位に含み、粘性持つ。
4 明褐色土 小石を少枇、ロームプロック

を多祉に含み、粘性持つ。

゜
2m 

第159図第4号井戸跡

第 5号井戸跡（第160図）

遺跡中央部やや東より、 H-24グリッドに位置する。形態は上端が約2.lmX2mの隅丸方形て‘‘、深

さは1.4m、下端も隅丸方形て‘‘約0.6mX0.55mてある。断面は上部て‘、ロ ー ト状て‘あるが、中位から下

ははぱ円柱状に掘り込まれていた。断面観察から 1層は新しい時期の土撰て‘あることがわかった。

2 ~ 5層が本遺構の覆土てある。底から木片を検出した。遺物2の須恵器杯は口縁部下の湾曲が大

きい。出土遺物から遺構の時期は稲荷前VIII期頃てあろう 。

A 97.30 A' 

ー

1,_|

第 5号井戸跡土層
1 暗褐色土 ローム粒子、ローム

プロックを少祉含む。
2 黒褐色土 ローム粒子を含む。
3 黒褐色土粘土プロックを含む。
4 灰褐色土褐色粘土ブロック、

帯状の鉄分を含み、
やや砂質。

5 暗緑灰色土 ロームプロックを含
み、やや砂質て粘性
を持つ。

゜
2m 

＼ ー
I 可言］一

゜
10cm 

第160図 第5号井戸跡・出土遺物

第 5号井戸跡出土遺物観察表（第160図）

番号 器種 ロ径 器席 底径 胎土 焼成 色調 残存 出 土位置・ その他

1 坪 (9.2) BCFG A 暗青灰 10% 裂土一括
2 坪 (14.0) BCG A 暗青灰 5% 覆土一括

第 6号井戸跡（第161図）

遺跡南東部、 I -25グリッドに位置する。形態は上端が約l.lmX 1.05mの形の崩れた隅丸方形

て、深さは約0.9m、下端は円形て｀径約0.55mてある。断面上部はロ ー ト状に、下半は円柱状に掘り

込まれていた。追物 1の土師器高台椀は覆土上層からの検出て‘‘、 10世紀代のものと思われる。他に
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覆土上層から 8世紀と思われる土師器坪小片が検出

てきたが、下層て‘‘は遺物がなかった。遺構の時期は

古代てあろう 。

□言三’
□[ 

A 衣 0 A
 

゜
10cm 

第 6号井戸跡土層
1 暗褐色土 焼土、ロ ーム粒子を少品含む。

2 暗褐色上 ローム粒子を多 く含む。

3 黒褐色土 焼土を多く含み、やや砂質。

4 黒灰色土
5 黒褐色有機質土 ロームプロックを少祉含み、砂質。

゜
2m 

第161図 第6号井戸跡・出土遺物

第6号井戸跡出土遺物観察表（第161図）

1 番号 1器種 I口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1色調 1残存 出土位置•その他

1 I高台椀 I (15.o) ABC A 11：ぶい橙 11s%I覆土上層一括

第 7号井戸跡（第162図）

遺跡南東部、 I -25グリッドに位置す

る。形態は上端が約l.65mX1.55mの楕

円形て‘‘、深さは約lm、下端は円形て｀径約

0.65mて‘ある。断面はロート状に掘り込

まれ、断面観察て‘‘覆土の 1層はロームブ

ロックを多羅に含むことから人為的な堆

積て‘あり、他の層と異なった状況て‘ある。

出土遺物は 8世紀代と思われる土師器片

を検出した。遺構の時期は古代てあろう。

A
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A 96切

A' 

第 7号井戸跡土層
1 暗褐色土 ロームプロックを多益に含む。
2 暗褐色土 ローム粒子、炭化物を少址含む。
3 黒褐色土 ローム粒子、有機物を少批含む。

゜

A' 

2m 

第162図第 7号井戸跡

第 8号井戸跡（第163• 164図）

遺跡南東部、J-24グリッドに位置する。土横状の掘込みと井戸の掘込みが一体になった追構て‘‘あ

る。土層観察て‘‘2、3層の上面に 1層が覆うことから、土堀状の掘込みと井戸は同一の遺構と考え

られる。土墟状の掘込みは井戸の施設て‘‘あろうか。形態は上端が約l.2mX0.7mの長楕円形て‘‘、深

さは約lm、下端は円形て‘径約0.45mて‘ある。断面は円柱状に掘り込まれ、底か ら井戸枠と思われる

板材を 2点、土師器の坪を検出。板材は丸太を制貫いた状態のものて‘‘、約 1cm X 1. 2cm丸い穴がNo.2 

は2箇所、 No.3は3箇所貰通する。遺物1の土師器坪は赤彩され、口縁部は外反緩く、直立気味の

土器て` ある。口縁部内面に鋭く明瞭な沈線が巡る。底部内面に墨状のものが付着する。遺構の時期

は稲荷前IV期頃てあろう。
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B
- 旦＇ 第 8号井戸跡土層

1 暗褐色土 ローム粒子をわずかに含む。
2 褐色土 ロームプロックを多く含む。
3 黒褐色土 ロームプロックを少菌含む。
4 黒褐色土 ロームプロックを少盤含み、

しまりなし。

゜
2m 

第163図第 8号井戸跡

ロニ1
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10cm 

0 10cm 
9 , l 

第164図 第8号井戸跡出土遺物

第8号井戸跡出土遺物観察表（第164図）

番号 1器坪種 I]。：蚤 1::  I底径 1:tcF±G 焼成 I色調 I残存 出土位置•その他

A I淡橙 I 90% I No 3 ・床面直上、赤彩
2 板材 残存長17.6cm 幅18.1cm 厚さ4.2cm
3 板材 残存長15cm 幅24cm 厚さ4.6cm

No. l ・井戸枠

No. 2 ・井戸枠

Amo A' 

第 9号井戸跡（第165図）

遺跡南東部、J-24グリッドに位置す

る。形態は上端が約l.5mX1.35mの楕

円形て‘‘、深さは1.4m、下端は楕円形て‘‘約

0. 7mX0.6mてある。断面上部はやや開

き気味、中位から下は円柱状に掘り込ま

れていた。 8世紀代と思われる土師器片

を検出した。遺構の時期は古代てあろう。

A
-

第 9号井戸跡土層
1 暗褐色土
2 黒褐色土
3 黒褐色土
4 黒褐色土
5 黒褐色有機質土
6 黒褐色有機質土

A' 

ローム粒子をわずかに含む。
ローム粒子を少拭含む。
ローム粒子を多く含む。
焼土を多く、ローム粒子、人頭大の礫を含む。
ローム粒子を少批含み、やや砂質。
人頭大の礫多星に含み、砂質強い。

゜
2m 

第165図第 9号井戸跡

第10号井戸跡（第166図）

遺跡南端、J-23グリッドに位置する。第27・28号住居跡に隣接し、切り合いはない。第78号土漿

に切られる。形態は上端が径約l.lmのほば円形て‘‘、深さは約lm、下端もほぱ円形て‘径約0.65mて‘‘

ある。断面はやや開き気味の円柱状に掘り込まれていた。遺物は検出しなかった。遺構の時期は第

27・28号住居跡と重ならない時期、中世て‘‘あろう。

-142-



A’ 

A
-

竺 20 SI(78 

A'言言言言
第10号井戸跡土層
1 暗褐色土 ロームプロック、焼土を多く含む。

2 暗褐色土 ローム粒子を少址含み、しまり弱い。
3 暗褐色土 ロームプロックを多く含み、砂質強い。

゜
2m 

第166図第10号井戸跡

第11号井戸跡（第167図）

遺跡南端、 K-22グリッドに位置する。第14

号溝跡に遺構の上半部を切られていた。形態

は遺存部上端は約0.85mXO.7mの楕円形て‘‘、

深さは約1.15m、下端も楕円形て約0.45mX

0.35mて‘‘ある。断面下半はやや開き気味の円

柱状に掘り込まれていた。中、下層から長さ

約20cm、15cmの河原石を検出した。出土土器

はなかった。遺構の時期は不明てある。

Amo 

lo_ I ＼ （ ¥I I量贔`
第11号井戸跡土層
1 暗褐色土 ローム粒子を含み、粘性持つ。

2 暗褐色土砂質ロームを含み、粘性強い。
3 暗褐色土砂質ロームを含む。

0 2m 

第167図第11号井戸跡

第12号井戸跡（第168• 169図）

遺跡中央部やや南より、 I-23グリッ ド

に位置する。第 1号、第24号住居跡と重

複する。形態は上端が約2.35mX1. 7m 

の楕円形て、深さは約1.55m、下端は不整

楕円形て‘約1.lmXlmてある。断面は開

き気味のほぱ円柱状に掘り込まれていた。

出土遺物は 1、2は焼きの悪い在地産の

鉢て‘、時期は15世紀と思われる。遺構の

時期は中世て‘あろう。

□--口
O 10cm 

第168図 第12号井戸跡出土遺物

A 29.30 A‘ 

ロ
A‘ 

第12号井戸跡土層
l 褐色土
l'褐色土
2 褐色土
3 褐色土
4 暗褐色土
5 黄褐色ローム
6 黒褐色有機質土

ローム粒子、こぶし一人頭大の礫を含む。

焼土、多黛のローム粒子を含む。

ローム粒子を多く含む。

ローム粒子を含む。

ローム粒子を少益含む。

暗褐色土プロックを含む。

こぶし大の礫を含む。

゜
2m 

第169図第12号井戸跡
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第12号井戸跡出土遣物観察表（第169図）

番号 I:；： 1 ：：：：f： I器高 1底怪 1i三 焼成 I色調 I残存 出土位置•その他

D 灰白 l0％ 覆土一括

C 11こぶい褐 10％ 毅土一括、外面は黒

第13号井戸跡（第170図）

遺跡中央部、 H-23グリッドに位置する。形態は上端が約2.55mX2.4mの楕円形て‘ヽ 、深さは約1.7 

m、下端は隅丸方形て‘‘約l.4mX1.35mてある。断面は上半は ロート状に開き、下半は壁の崩落があ

ったが、ほば円柱状に掘り込まれていた。覆土上層から遺物 lの煉瓦色をした素焼きの鉢を検出し

た。時期は16世紀と思われる。遺構の時期は中世末てあろう。

A
- A' 

A 9930 
A' 

□ロニロ三ロ―!)
第13号井戸跡土層
1 暗褐色土 ローム粒子、炭化物、焼土を含む。
2 暗褐色土 ローム粒子、砂利を含む。
3 黒褐色土 ローム粒子を少紐含み、粘性を持つ。
4 黒褐色土 砂質ローム、粘土を多拭に含む。
5 黒灰色土 ローム粒子を含み、粘性を持つ。
6 黒灰色土 ローム粒子、砂利を少黛含む。

゜
10cm 

゜
2m 

第170図 第13号井戸跡・出土遣物

第13号井戸跡出土遺物観察表（第170図）

1 番号 1器種 1日径 1器高 1底径 1 胎土 I焼成 1色調 I残存 出 土位置•その他

ー 鉢 I (28?) B FG B I赤橙 I 10% I覆土上層一括

第14号井戸跡（第171図）

遺跡中央部、第13号井戸のすぐ北側、 H-23グリッドに位置する。形態は上端が径約0.9mの円形

て、深さは約1.6m、下端も円形て‘‘約0.7mてある。壁は中位から下て‘崩落が認められた。本来の断

面は円柱状て‘‘あったと思われる。 8世紀代と思われる上師器片、須恵器片をわずかに検出した。遺

構の時期は古代てあろう。
A 2930 A' 

第14号井戸跡土層
l 褐色土 ローム粒子、ロームブロック、砂粒を含む。
l'褐色土 l陪に近似するが、明るい。
2 黄褐色土 ローム粒子、ロームブロック、砂粒を含む。
3 褐色土 ローム粒子、砂粒を含む。
4 褐色 土 ローム粒子、ロームプロックを多く含む。
5 青灰色土 小石、砂粒を含む粘土を主体とし、ロームプロックを含む。
6 青灰色土粘土を主体とし、砂粒、礫を含む。

゜

＼ □]上‘
2m 

第171図第14号井戸跡
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第15号井戸跡（第172・173図）

遺跡中央部、 H-23グリッドに位

置する。形態は上端が約2mX1. 9 

mの楕円形て‘ヽ 、深さは1.6m、下端

も楕円形て‘‘約l.lmX0.9mて‘‘あ

る。断面上部はロート状に、下半

は円柱状に掘り込まれていた。 1

の片口鉢を検出した。灰白色て‘‘焼

きの悪い、在地産のものて‘‘、時期

は15世紀と思われる。遺構の時期

は中世て‘‘あろう。

□□ロ
A 2790 

第15号井戸跡土層
l 褪色 土 ローム粒子、炭化物、焼土を少屈含む。

2 褐色土 砂質が強い。

3 暗褐色上 こぶし～人頭大のロ ームプロ ックを多く含む。

4 黒褐色有機質土 小礫、ロームプロックを含む。

゜

A' 

2m 

第172図第15号井戸跡

口
゜

10cm 

第173図 第15号井戸跡出土遺物

第15号井戸跡出土遺物観察表（第173図）

番号 1:口:I :5 : I器高 1底径 1::上
焼成 I色調 I残存 出土位置•その他

B I灰白 I 10% I覆土一括、外面は黒

第16号井戸跡（第174• 175図）

遺跡中央部やや北寄り、 G-23グリッド

に位置する。発掘調査時には井戸本体だ

けの確認て‘‘あったが、整理時に井戸を囲

む覆屋になると思われるピットが確認て‘‘

きた。覆屋は 1間X 1間て‘̀ 、柱間はlm、

0.9mて‘ある。

井戸の形態は上端が径約0.9mの円形

て‘‘、西側部分に幅約25cmの周溝状の掘込

みを持つ。深さは約1.4m。下端も円形て‘‘

径約0.75mてある。断面は円柱状に掘り

込まれていた。遺物1は焼きが悪く、偏

平な形をした蓋て‘あり、 16世紀のものと

思われる。遺構の時期は中世末てあろう。

且＿ p4

Amo A' 

B' 

R
 

P, 旦’と Pa P, -5.' 

第16号井戸跡土層
1 褐色土 ロームブロック、ローム粒子を多く含む。

2 暗褐色土 小礫を少祉含む。

3 暗褐色土 ロームブロックをやや多く含み、砂質強い。

4 黒褐色有機質土

゜
2m 

第174図第16号井戸跡
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、一三三 1

゜
10cm 

第175図 第16号井戸跡出土遺物

第16号井戸跡出土遺物観察表（第175図）

番号 I器蓋種 1:6悶I器高 1底径 1::F±G I me成 1：橙調 1:::  I 覆土り括土位置• その他

第17号井戸跡（第176図）

遺跡北側、 F-22グリッドに

位置する。第9号掘立柱建物

跡と重複する。形態は上端が

約2mX1.55mの楕円形て‘、

深さは約1.45m、下端は楕円

形て‘‘約l.4mXl.2mてある。

断面上半はロート状に、下半

はやや崩落が認められたが本

来は円柱状に掘り込まれてい

たと思われる。両端のヒ°ット

は本遺構に伴わない。遺物1

の鉢は胎土、成形ともによく

ない、在地産のものて‘‘、時期

は15世紀と思われる。遺構の

時期は中世てあろう。

一—→--,~---

□ 、 一 ／，／
` ̀  ------

Amo A' 

第17号井戸跡土層
］ 褐色土 ローム粒子、ロームプロックをやや多く含む。
2 暗褐色土 ローム粒子を少菰含み、きめ細かい。
3 暗褐色土 2層に比べ粘性持ち、しまり弱い。
4 褐色土砂粒を含み、 3層に比べ明る＜、しまり弱い。
5 黒褐色土 ローム粒千、砂粒を少址含む。
6 褐色土 ローム粒子、砂粒を含む。
7 黒褐色土 砂利、黒色土を含み、しまりやや持つ。

゜
2m 

゜
10cm 

第176図 第17号井戸跡・出土遺物
第17号井戸跡出土遺物観察表（第176図）

番号 1 器鉢種 1 口径 1 器高 1 底径 ~G 焼成 I色調 I残存 出土位置•その他

C I黒灰 I 15% I覆土一括

第18号井戸跡（第177• 178図）

遺跡西端、 F-19グリッドに位置する。第17号掘立柱建物跡のpg、第124号土墟に切られていた。

形態は上端が約2.lmX2mの方形て、幅約35cm、深さ約20cmの周溝状の掘込みが井戸本体を囲む。

底まての深さは約95cm、下端はほぼ円形て‘径約90cmてある。断面上半はロート状にやや開き、中位

て肩を持つ。下半はほば円柱状に掘込まれるが、底て‘壁の崩落がみられ、広がっていた。 1 ~ 3の

遺物が井戸上層からまとまって出土した。 1は焼きのよい須恵器坪て‘‘、日縁部内外面ともロクロナ

デによる凹凸を残す。 2は焼きの悪い灰白色の坪て‘、口縁内面に凹線状のややきつい掘込みが巡る。

3は焼きのよい椀て‘‘底径が小さいが、口縁がやや大きく開き、口縁内面の窪みも大きい。遺物の時

期は稲荷前VI期て‘‘あろう。遺構の時期もほぼ同じ頃てあろう。
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/

I
 

A
-

A' 

2m 

第18号井戸跡土層
1 暗褐色土 ローム粒子を含み、しまり持つ。
2 灰褐色土 ローム粒子を多く含む。
3 灰褐色土 ロームプロックを含み、しまりなし。

4 暗褐色土 ローム粒子を多く含み、しまりなし。

5 褐色土 ロームプロック、小石、暗褐色土をプ
ロック状に含む。

第177図第18号井戸跡

こ こ 更

三゚
10cm 

第178図 第18号井戸跡出土遣物

第18号井戸跡出土遣物観察表（第178図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・ その他

1 坪 (15.0) (4.0) (11. 0) BCGJ A 暗青灰 30% No. l・床上81cm

2 坪 14.4 3.7 8.8 BCG C 灰臼 80% No. 2 • 3・床上81cm

3 椀 (19.6) (6.2) (11.0) BG A 暗青灰 30% No. 4 • 7 • 9・床上80cm、底部に箆記号あり

(4) 溝跡

本遺跡て‘‘検出した溝跡は古代の時期のものは無く、中世か近世のものてある。出土遺物のない溝

跡も多かった。遺跡中央部ては方形区画を形成するように、長く延びて直角に曲る溝跡が検出され

た。遺跡西部ては小規模の溝が群集していた。

第 1号溝跡（第179図）

遺跡北東端、 C-27グリッドに位置し、南東方向に延びる小さい溝

跡て‘‘ある。上端の幅は約35~40cm、深さは約10cm、長さは調査範囲

内て‘‘約4mてあり、範囲外に延びる。北西部より南東部の方が深かっ

た。出土遺物はなかった。遺構の時期は中世の第 1号掘立柱建物跡

を切ることから近世てあろう。

~
ー
ー

SD1 
A99.60 A' 

冒

゜
2m 

0 10m 

第179図第 1号溝跡
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第 2号溝跡（第180• 181図）

遺跡中央から西端、 F-23~F-27グリッドに位置し、東西に延びる。西端の第141号土壊東側付

近、中央部の第13号住居跡西側付近ては淀みを持ち、幅が広くなっていた。第13号住居跡のあたり

て‘‘一度北に屈曲し、すぐまた東に屈曲する。上端の幅は約65~80cm、深さは20~35cm、長さは調査

範囲内て‘‘約45mてあり、範囲外に延びる。深さは西部より東部の方が深かった。出土遺物 1は常滑

の甕の底部て‘ヽ、外面は紫かかった、にぶい赤て‘、内面は灰白、底部より体部の方が厚く、体部は直

立気味に立上がり、すぐ外反する。 2、3、4は焼きが悪く、在地産の鍋の小片てある。遺構の時

期は在地産の鍋から15世紀頃てあろう。

第 2号溝跡土層
l 賀褐色土 ロームプロックを多く含む。
2 褐色土 ローム粒子を含み、きめ細かい。
3 褐色土 ローム粒子、ロームプロックを含む。

第 3号溝跡土層
1 暗褐色土 ローム粒子をわずかに含み、しまり弱い。
2 暗褐色土 ローム粒子、わずかのロームプロックを含む。

A 27.20 SD2 

B-
B' 

冒
曇

C' 

攣
｀ ゜ 2m 

゜
10m 

第180図第 2• 3号溝跡

¥--]了 1□□□ I} 
□言ニニ／ ロロニ三~4

O 10cm 

第181図 第2号溝跡出土遣物
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第2号溝跡出土遺物観察表（第181図）

番号 器種 日径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・ その他

1 甕 (16?) ABG A 1こぶい赤 10% 覆土一括、常滑

2 土鍋 (31?) ABG C 灰臼 5% 裂士一括

3 内耳鍋 (22?) ABFG C 灰 5% 裂土一括

4 内耳鍋 (22?) ABFG C 灰 5% 裂土一括、外面は黒

第 3号溝跡（第180• 182図）

遺跡中央部から東部、 F-24~G-27グリッドに位置し、第 2号溝から東に分岐する。上端の幅は

約40~50cm、深さは約15cm、長さは調査範囲内て‘‘約30mてあり、範囲外に延びる。西部より東部の

方が深い。遺物 1は外面に簾状の押印文を持つ。断面に粘土紐積上げ接合時の痕跡がみられ、内面

にもそれが消されず残る。遺構の時期は遺物から15世紀頃てあろう。

口
口
以 。

10cm 

第182図 第3号溝跡出土遣物

第3号溝跡出土遺物観察表（第182図）

番号 1器甕種 1口径 1器高 1底径 1:tFG土 1J:：墨 I:白調 Iダ::I覆土:I括］1{;f：、,lfl［［文：りの他

第 4号溝跡（第184図）

遺跡北部、 E-21~E-24グリッドに位置し、南に延び、東に屈曲し、北に屈曲、東に屈曲、北に

屈曲し、遺跡北部の低地部に至り消滅する。上端の幅は約60~100cm、深さは約25cm、長さは約75m

てある。遺物 1は焼きのよくない在地産の内耳鍋てあろう。 2は瀬戸・美濃の水滴て‘‘ある。 4条の

沈線を持ったボタン状の突起を注口の上部に 2つ持ち、右は痕跡のみ、左は半分残存する。遺構の

時期は遺物から16世紀頃て‘あろう。

＼ ロニ／一亨¥-/]ー、
2 

゜
10cm 

第183図 第4号溝跡出土遺物

第4号溝跡出土遺物観察表（第183図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・ その他

1 内耳鍋？ (17?) ABG C 灰白 5% 覆土一括

2 水滴 B A 暗褐 5% 覆土一括、瀬戸・美濃
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第 5号溝跡（第184図）

遺跡北部、第 4号溝に並行する。 E-21~F-21グリッドに位置 し、南北に延びる。上端の幅は約

40cm、深さは約15cm、長さは約3.6mてある。出土遺物はなかった。遺構の時期は不明て‘ある。
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A 99a,o so 5 A' 

''  
‘’ :' 
’’ ＇ 

書

S04 

昌冒冒瓢疇

゜
2m 

゜
10m 

第4号溝跡土層
1 暗灰褐色土 ローム粒子を多く、小礫を少祉

含み、しまりなし。
2 暗褐色土焼土、炭化物、ローム粒子、ロ

ームプロックを含む。
3 褐色土 ローム粒子を多く含む。

第184図第4• 5号溝跡

第 6号溝跡（第185図）

遺跡南部から北部、J-21~F-23グリッドに位置する。ほば南北に延び、北端て‘‘東に屈曲する、

区画溝て‘ある。第32、34、35号住居跡を切る。第 8号溝に切られる。東端て‘‘立上がってしまったが、

第3号溝とつながる可能性がある。上端の幅は80~160cm、深さは20~25cm、長さは約53mて‘‘ある。

深さは南部より北部の方が深い。遺物1は青白磁の皿て‘｀底部が厚く、体部が薄い。底部内面は底部

外面より外に出て、体部との境に沈線状の屈曲を持ち、 14世紀前半の遺物てあろう。 2~4は在地

産の内耳鍋と鉢て、 15世紀の遺物てあろう。青白磁は伝製と思われ、遺構の時期は出土量の多い在

地産土器から、 15世紀て＂あろう。

第6号溝跡出土遺物観察表（第185図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・ その他

1 皿 (7.0) BG A 灰白 5% 覆土一括、青白磁

2 内耳鍋 (32.2) 16 (20.4) BFG A 黒 30% 覆土一括

3 鉢 (28?) BCEFG B 黒 20% 覆土一括、外面は黒て｀内面は灰

4 鉢 (32?) ABEG C 灰白 10% 裂土一括
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A._ SD6,!! 

第 6号溝跡土層
1 暗褐色土 ローム粒子を少黛含む。
2 褐色上 ローム粒子を少抵含み、しまりなし。

゜
2m 

゜
10m 

¥ | す→ 1 

口 ニ：／
゜

10cm 

第185図 第 6号溝跡・出土遺物

-151-



第7号溝跡（第186図）

遺跡中央部、 G-22・23グリッド、第10号掘立柱建物跡の内側、

第11号掘立柱建物跡、第16号井戸跡の西側に位置する。上端の幅

は約25cm、深さは 4~9 cm、長さは約5.4mてある。遺物はなかっ

たが、迫構の時期は中世てあろう 。

Amo >JJ 7 上'

り
疇

゜
゜

2m 

10m 

第186図第 7号溝跡

第8号溝（第187• 188図）

迫跡南部から東部、 I -20~J -25グリッドに位置し、南北に延び、途中東に屈曲する。上端の幅

は約70~150cm、深さは約20cm、長さは約60mて‘‘ある。南端て‘‘は風倒木の撹乱に壊され、消滅してし

まった。第33、34、25号住居跡を切る。第33、34号住居跡付近ては、裂土中にピットが連続してい

た。第6号溝跡と重複するが、遺構精査時

ロ゚
10cm 

に本遺構が新 しいことを確認した。第25号

住居跡付近ては浅くなり 、二度立上がって

しま った。遺物 1は瀬戸・美濃の水滴て‘あ

ろう 。追構の時期は16世紀頃て‘‘あろう。

第187図第8号溝跡出土遺物

第8号溝跡出土遺物観察表 （第187図）

し番号 1器種 I口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1色調 1残存 出土位置•そ の 他

1 I水滴？ BF B I黒褐 I 5% I裂土一括、色調内面にぶい赤、瀬戸 ・美濃

第9号溝（第188図）

遺跡南東部、 J-24~J -25グリッドに位置し、南北に延び、第10・ 8号溝と交差する。切り 合いは

無く、同時期の遺構と思われる。上端の幅は約60cm、深さは約15cmて、南より 北の方が深い。長さ

は約6mてある。 出土遺物はなかった。遺構の時期は第8号溝と 同じ、 16世紀頃てあろう 。

第10号溝 （第188図）

迫跡南東部、 J-25グリッドに位置 し、第 9号溝から分岐する溝て‘、第 8号溝と並行して、東に延

びる。上端の幅は約40cm、深さは15cm、長さは約2mてある。出土遺物はなかった。遺構の時期は第

8号溝と 同じ、16世紀頃て‘‘あろう。

第11号溝（第189図）

造跡南東部、 J-23、J-24グリッドに位置し、 「コ」の字形の小規模の溝て‘ある。上端の幅は約40

cm、深さは約15cm、長さは約6mてあ る。出土遺物はなかった。遺構の時期は不明てある。
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冒 瓢
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冒

D O' 

冒
第 9号溝跡土層
1 褐色土黒色土ブロック、ローム

ブロックを含む。

知 90SD10ム’

冒

第 8号溝跡土層
1 暗灰褐色土 小礫、ロームブロックを少批含み、

しまり弱し‘o
ロームプロックを多批に含み、 し

まり弱し‘o
ローム粒子を含み、 しまりなし。

暗灰褐色土

暗褐色土
褐色土

第10号溝跡土層
1 黒褐色土
2 褐色土

゜
2m 

゜
10m 

第188図

＼い△'

第8• 9 • 10号溝跡

麟 m

第11号溝跡土層
1 黒褐色土
2 褐色土

゜第189図
10m 

第11号溝跡

第12号溝（第190図）

遺跡南部、 I-22・23~J -22グリッドに位置し、南北に延びる小規模の溝て‘‘ある。第133、140、180、

179号土横に切られる。上端の幅は約70cm、深さは約 5~10cm、長さは約12mてある。出土遺物はな

かった。遺構の時期は不明て‘ある。
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第190図 第12号溝跡

第13号溝（第191図）

遺跡南部、J-22グリッドに位置し、南北に延びる小規模の溝てある。上端の幅は約40cm、深さは

約10cm、長さは約2.5mてある。出土遺物はなかった。遺構の時期は不明て‘‘ある。
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奮 ゜
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第191図 第13号溝跡

第14号溝（第192• 193 • 194図）

H-19~K-24グリッドに位置し、遺跡南端を西から東に延びる。第26、27、29、30、31号掘立柱建物跡、

第11号井戸跡を切る。上端の幅は80~140cm、深さは約30cmて‘‘、深さは西部より東部の方が深い。長さ

は約80mて‘‘ある。遺物 1の壺は器壁が厚く、外面に緑地の自然釉が付着し、焼きはよい。古代の遺物て‘‘、

混入土器て‘あろう。 5は焼きのよい、常滑の播鉢て‘ヽ、底部に台がつく痕跡を残す。 2、3、4は在地産の

鍋、鉢てある。 6は8世紀の鉢て‘‘混入と思われる。遺構の時期は在地産の鍋、鉢から16世紀頃て‘‘あろう。

゜
10cm 

第192図 第14号溝跡出土遺物 (1) 

第14号溝跡出土遺物観察表（第192• 193図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・ その他

1 壺 BG A 灰白 5% 覆土一括、外面に自然釉付着
2 内耳鍋 (32?) ABG C 灰 5% 覆土一括

3 鉢 (30?) ABG B 黒 5% 覆土一括

4 内耳鍋？ (20?) BEG B 黒 5% 覆土一括

5 揺鉢 (14?) BG B 灰白 5% 覆土一括、常滑

6 揺鉢 (11 3) BCG A 灰白 10% 裂土一括
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第193図 第14号溝跡出土遣物 (2) 

｀ C' 
第14号溝跡土層
1 暗褐色土
2 暗灰褐色土
3 黒褐色土
4 明褐色土

ローム粒子を少最含み、やや砂質。
ローム粒子を含み、砂質強い。

゜ 10m 

第194図 第14号溝跡
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第15号溝（第195図）

遺跡南西部、 H-20、 I -20グリッドに位置し、南北に延びる。

第23、24号掘立柱建物跡を切る。上端の幅は約80cm、深さは約

10cm、長さは約6.8mてある。出土遺物はなかった。遺構の時期

は不明てある。

区 2.20 SD15 ...5. 

言冒疇

゜
2m 

゜
10m 

第195図第15号溝跡

第16号溝（第197図）

遺跡西部、 H-20・21グリッドに位置し、東西に延びる。上端の幅は約40cm、深さは 5~10cm、長

さは約4.8mてある。覆土に浅いピット状の掘り込みが連続していた。出土遺物はなかったが、遺構

の時期は中世てあろう。

第17号溝（第197図）

H-20・21グリッドに位置し、第16号溝と並行し、東西に延びる。上端の幅は50~90cm、深さは約

15cm、長さは約6.5mてある。覆土中に ピット状の掘り込みを持つ。出土遺物は近世以降と思われる

瓦片を検出した。遺構の時期は16号溝跡と同じて‘‘、中世てあろう。

第18号溝（第197図）

遺跡西部、 G-20・21グリッドに位置し、東西に延びる。上端の幅は約70cm、深さは約20cm、長さ

は約9.5mである。覆土にピット状の掘り込みを持つ。出土遺物はなかったが、遺構の時期は中世て‘

あろう。

第19号溝（第197図）

G-20・21グリッドに位置し、東西に延びる。上端の幅は約40cm、深さは約5cmと浅く、長さは約

10.5mてある。出土遺物はなかったが、遺構の時期は中世てあろう 。

第20号溝（第197図）

遺跡西部、 G-21グリッ ドに位置 し、第19号溝から分岐し、南北に延びる、小規模の溝て‘ある。上

端の幅は約40cm、深さは10cm、長さは約2mてある。遺物はタタキメのある甕の破片を遺構確認面て‘‘

検出したが、遺構に伴う遺物てあるかはっきりしない。遺構の時期は不明て‘‘ある。

第21号溝（第196• 197図）

遺跡西部、 H-21~F-22グリッドに位置し、南北に延び、東に屈曲し、第4、26号溝と合流する。

上端の幅は150~200cm、深さは約25cmて‘‘、南部より北部の方が深い。長さは約37mてある。遺物 1

ば焼きの悪い、在地産の鉢てある。他に、天目茶椀の底部を検出した。遺構の時期は15世紀頃てあ

ろう。
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第196図第21号溝跡出土遺物

第21号溝跡出土遺物観察表（第196図）

番号 1器鉢種 1口 径 1器高 1:5: I ：：ょ 焼成 I色調 I残存 出土位罹•その他

B I灰白 I 10% I裂土一括、色調外面は黒

第22号溝（第197図）

遺跡西部、 H-21グリッドに位置し、東西に延び、第21号溝の南端部と重複する遺構て‘‘ある。第21

号 と切り合いは無く、同時存在のものてある。上端の幅は約40cm、深さは約10cm、長さは約5.5mて‘‘

ある。出土遺物はなかったが、遺構の時期は第21号溝跡と同じ時期、 15世紀頃てあろう 。

第23号溝（第197図）

遺跡西部、 H-21~G-21グリッドに位置 し、 第21号溝 と並行して、南北に延びる。上端の幅は

80~120cm、深さは約15cm、長さは約21.5mて‘‘ある。南部より北部の方が深い。出土遺物は 8世紀代

と思われる須恵器片を検出したが、第21号溝跡と並行することか ら、遺構の時期は第21号溝跡と同

じ時期、 15世紀頃て‘‘あろう。
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B 91ぬ SO 18 • 19 

S020 
巳2Z30 £’ 

冒

誓
第21号溝跡土層
1 暗灰褐色土 ロームプロックを多く含み、しまり弱い。
2 褐色土 ローム粒子を少埜含み、しまりなし。
3 褐色土 ロームプロックを少屈含む。

鬱 瓢

゜
2m 

言
゜

10m 

第23号溝跡土層
l 灰褐色土 ロームプロック、ロ ーム粒子を含み、

しまり弱い。

第197図第16• 17 • 18 • 19 • 20 • 21 • 22 • 23号溝跡
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第24号溝（第198図）

遺跡中央部やや西より、 G• H-21グリッドに位置する。第6、23号溝と並行し、南北に延びる遺
構て‘‘、第136号土擦を切る。上端の幅は70~160cm、深さは約15cm、長さは約llmてある。出土遺物

はなかったが、第23号溝跡の時期と同じ頃、 15世紀頃の遺構て‘あろう。

SO 24 Amo ---・ A' 

菫
B
一

S<136 

冒
第24号溝跡土層
1 暗褐色土 ローム粒子をやや多く含み、しまり弱い。 O 
2 暗褐色土 ロームプロックを多く含み、しまり弱い。

8‘ 

2m 

゜
10m 

第198図第24号溝跡

第25号溝（第199図）

遺跡西部、 G-19・20グリッドに位置する。第26号溝から分岐し、南東に延び、第37号住居跡内て‘‘

屈曲して東に延びる。上端の幅は約40cm、深さは10~15cm、長さは約16mてある。出土遺物はなか

った。遺構の時期は 8世紀の第37号住居跡を切ることから古代て‘‘なく、第30号溝跡と並行すること

から中世末てあろう。

第26号溝（第199図）

遺跡西部、 F-19~F-22グリッドに位置する。第30号溝と並行して南東に延び、途中屈曲し、東

に延びる。上端の幅は約80cm、深さは約15cm、長さは約38mてある。出土遺物はなかったが、遺構

の時期は第30号溝跡と並行することから中世末て‘‘あろう。

第27号溝（第199図）

遺跡西部、 F-21グリッドに位置し、南北に延びる遺構て‘‘、第26号溝と合流する。上端の幅は約50

cm、深さは 5~7 cm、長さは約5.5mてある。出土遺物はなく、遺構の時期は不明て‘ある。

第28号溝（第199図）

遺跡西部、 F• G-20グリッドに位置し、南北に延び、遺構精査時に第26号溝を切ることを確認し
た。上端の幅は約20cm、深さは約5cm、長さは約4mて‘‘ある。出土遺物はなく、遺構の時期は第26号

溝より新 しい時期、近世以降て‘‘ある。

第29号溝（第199図）

遺跡西北部、 E-21~F-20グリッドに位置し、南西に延び、途中屈曲し、南東に延び、第26号溝

と合流する。上端の幅は約65cm、深さは 5~10cmて、深さは北部より南部の方が深い。長さは約23

mてある。出土遺物は羽口を検出したが、製鉄関連遺物の項て‘‘報告す る。その他の遺物はなかった

が、遺構の時期は中世末て‘あろう。
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第30号溝 （第199• 200図）

遺跡西部、 G-18~H-21グリッドに位置する。北東に延び、途中屈曲し、南東に延びる。西端て‘‘

隅丸長方形をした土壊群を切る。上端の幅は100~190cm、深さは20~45cm、長さは約45mてある。

遺物1の播鉢は鉄釉がかかり、 内外面の色調は紫灰だが、胎土は粒子細かく、均質て，，、時期は16世

紀のものてあろう。遺構の時期もその頃てあろう 。

△293O so 29 △‘ 

冒
A293予27ム’

言

＼
 △江30SD25 ぶ冒

細~31 _§ 

麟 邸 3§026△’

言冒 量
09店 0

第26号溝跡土層
1 灰褐色土 ローム粒子を多く含み、

」、 きめ粗く、しまりなし。

瓢 靡

瓢
SK55 

第30号溝跡土層
1 暗褐色土 微細なローム粒子を多く

含む。

褐色土 ロームプロックを含み、

しまりなし。
ロームプロックを含む。
ロームプロックを含む。

褐色土
暗褐色土

瓢 ゜
2m 

゜
10m 

第199図 第25• 26 • 27 • 28 • 29 • 30 • 31号溝跡
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第200図 第30号溝跡出土遺物

第30号溝跡出土遣物観察表（第200図）

番号 1：鉢種 1口径 1器高 1底径 1::土
焼成 I色調 I残存 出土位置•その他

A l紫灰 110% I覆土一括、鉄釉

第31号溝（第199図）

遺跡西部、 G-19グリッドに位置し、南北に延び、北端て‘‘第 5号火葬墓と東側て‘‘隣接し、第185号

土横に切られていた。上端の幅は約30cm、深さは約10cm、長さは約9mてある。覆士に連続したヒ°ッ

ト状の掘り込みを持つ。出土遺物はなく、遺構の時期は不明て‘ある。

(5) 土壊

足洗遺跡て‘‘は193基の土壊が検出された。形態は多様て‘‘あり、円形、楕円形、隅丸方形、隅丸長方

形、不整形に分類て‘‘きる。円形が39碁、楕円形が52基、隅丸の方形が2碁、隅丸長方形が89基、不

整形が11基てある。検出された遺物は覆土一括の小片て遺構の時期を捉えられた場合は少なかった。

土猥の時期を特定て‘‘きたものは少なく、ここてまとめて紹介する。また、第 1号、第2号土猥は奈

良時代の遺物が良好な状態て‘検出てきたのて‘‘、先に記述する事にし、それ以外のものは一括して報

告することにした。

第 1号土壊（第201• 202図）

遺跡東北部、 E-27グリッドに位置する。規模は約2.2mX2.lmの隅丸方形て‘‘、深さは約55cm。全

体を平坦に掘り窪めた中に、さ らに約90cmX75cmの方形の掘り込みを持つ。土層観察からロームブ

ロックを主体 とした、 しまりを持つ 9層が人為的な堆積を示 し、中央の掘り込みを支えるような状

況を持っていた。床面直上から坪と蓋が完形に近い状態て‘検出された。他に覆土からは縄文時代の

土器や打製石斧も出土したが、遺構の時期は 8世紀初頭てあろう。

第 2号土堀（第201• 202図）

遺跡南部、 I-22グリッドに位置する。形態は第1号上城によく似ており、規模は2.lmX2mの隅
丸方形て‘‘、1.2mX0.7mの円形の張出しを持つ。深さは1.lm。覆土の 2、3、4層はロームブロッ

クと暗褐色土の混土層て‘、自然堆積を示さない。

出土遺物は覆土一括のものてあるが、8世紀初頭のものて‘ヽ、遺構の時期も同じ頃てあろう。
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第 1号土塘土層
1 黒褐色土 ローム粒子

を少蒻含み、

しまり強い。

2 黒褐色土 をロー多ムく粒含子む。［ ［ 口3 暗褐色土 ロームブロ
ックを多く

L I I t /¥ 肉 II I I -5. 4 黒褐色土 含ローむ。ム粒子 と

を少鼠含み、

しまり弱し ‘o

5 暗褐色土 ローム粒子
を多く含む。

6 黒褐色土 ロームプロ
ックを多く
含み、しま

り強し ‘0 ~''° 
7 黒褐色土 ローム粒子

を少姑含む。

8 黒色土ほとんど混
有物を含ま
ず、しまり
弱し ‘o

9 褐色土ローム粒子、
ロームプロ

ックを主体

とする。

_A: 

A' 

第 2号土塘土層

1 暗褐色土 ローム粒子、焼土を少拭含む。 3 暗褐色土 2陪に近似し、黒色土ブロックを含む。

2 暗褐色土 ロームプロックと暗褐色土の混土層。 4 暗褐色土 ロームプロック、礫を多く含む。

゜
2m 

第201図第 1• 2号土壊

三 ー1

□
 ロロ三］

こ 2

¥ 1¢";~1 / 

一二:―三＿ ー ::::...~1-3 

~-3 

＼ "2-2  

゜
10cm 

／ I 疇｀｀た4

第202図 第 1• 2号土堀出土遣物

第 1• 2号土壊出土遺物観察表 （第202図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・ その他

1-1 坪 15.7 3 2 11.4 BCG A 灰白 95% SKI・ No.22 ・床面直上

1-2 杯 15.2 3 0 10.4 BCG A 灰白 60% SKI・ No.21・床面直上

1-3 芸n 14.8 3.3 BCG A 暗青灰 100% SKI・ No.23 ・床面直上

2-1 椀 (16.6) BCG A 暗青灰 10% SK2・覆土一括

2-2 鉢 (17.8) BCG A 灰白 10% SK2．裂土一括

2-3 壺 (8.0) BCG A 灰白 10% SK2・ 覆上一括

2-4 甕 BG A 青灰 5% SK2・覆土一括
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△- —£ 口］上
A 99.90 A' 

A ぉ｀ ユ’ 冒言言冒

第 3号土壌土層

口］ユ
Amo A‘ 

第 5号土凛土層
1 褐色土 ローム粒子、細砂粒子を含む。
2 暗褐色土 ローム粒子をわずかに含む。
3 暗褐色土 きめ粗く、しまりやや弱い。

1 褐色土 ローム粒子、ロ ームプロックを含み、きめ細かい。 4 黒褐色土 きめ細かく、しまり持つ。
5 黒褐色土 ロームプロックを含む。2 暗褐色土 ロームプロック、焼土、炭化物を含み、しまり持つ。

3 黙褐色土 ロームプロック、焼土、炭化物を含む。

□]...A. □]上
A 9mo A’ 

量＼、言瓢`ヽ
A 2”゜

言
上‘ A29勾

＼`＼言言疇’

一＇

第 6• 7 • 8号土墳土層 2 熙褐色土 ローム粒子を含み、しまり弱い。
1 黒褐色土 ロームプロッ クをわずかに含み、しま り弱い。 3 県褐色土 ロームプロックをやや多く含む。

L _A 

冒
第 9号土墳土層
1 熙褐色土 ローム粒子をわずかに含む。
2 黒褐色土 粒の大きいロ ーム粒子を多く含む。
3 熙褐色土 ロームプロックを多く含む。

口［
A 2920 A' 

瓢

□□上'

A_ ー上‘

A 29.20 A' A 2'” 上

冒 冒
第11号土凛土層

1.--

A 29.90 

、9
13 

-A' 

冒

1 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。
2 暗褐色土 やや大きめのロ ームプロックを多く含む。
3 暗褐色土 第1庖に近似し、しまりやや弱い。
4 黒褐色土 ローム粒子を均ーに含み、きめ細かい。
5 黒褐色土 4層に近似し、ロ ームプロックを少只含む。

□....e;_ 

A 2920 -A 

。 冒m

第203図第 3~14号土壊
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□□ユ

Aヵ30

一

第15号土攘土層

1 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロッ
クを含む。

2 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

3 茶褐色土 ローム粒子、砂粒を含む。

□上'

年730, よ

冒
第1B号土濃土層
1 褐色土 ロームプロックとの混土屈。

2 黒褐色土 ローム粒子を少菰含む。

I!:,_ 

A 2I10 

--5. 

_A' 

冒言「冒
第21号土凛土層
l 暗褐色土 ロームプロックを少益含む。

口］4上

A 9刀0 A‘ 

冒
第24号土損土層
1 黒褐色土 ローム粒子を少埜含む。

□]上
ヽヽ ／ ／ 

7 

Amo A' 

冒
第16号土損土層
l 暗褐色土
2 暗褐色土 ローム粒子をわずかに含む。

3 暗褐色土 ロームプロックとの混土層
て、黒色土プロックを混在。

4 摂褐色土 ローム粒子をはとんど含ま

ず、きめ細かい。

口
A130 上

言第19号土壕土層
1 暗褐色土 ロームプロックを混在。

2 黒褐色土
3 褐色土 ローム粒子を少乱含む。

〔a2上
A 2900 A' 

言言疇
第22号土塘土層
1 黒褐色土 ローム粒子を少盤含む。

Amo  -A 

一`言“̀第25号土損土層

1 黒褐色土 ローム粒子を少品含む。

A 

A 97.30 

第17号土攘土層

l 褐色 土
2 黄褐色土
3 暗褐色土 きめ粗い。
4 黒褐色土

□, ~ 
A 2紐 0 A' 

＼`＼言言瓢＼
第20号土塀土層
l 黒褐色土 ローム粒子、

ロームプロックを多く含む。

A 2930 _A 

一

A' 

第23号土塘土層
1 黒褐色土 混有物をはとんど含まず。

2 黒褐色土 ローム粒子を少址含む。

3 黒褐色土 ローム粒子を多漿に含む。

4 暗褐色土 ローム粒子を少品含む。

三：
A 9mo A' 

言
゜

2m 

第204図第15~26号土塘
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□7ユ ：口28上

年 9.10

¥̀¥¥、言冒
-A' A' 

第27号土城土層
l II音褐色土 ローム粒子、粗砂を含む。

□] 。上

A 勺．90 A’ 

冒

三］3上

鬱
第33号土塘土層
1 黒褐色土 焼土、ローム粒子

を少茄含む。

第28号土塘土層
1 暗褐色土 ローム粒子、ロームプロック

を多く、炭化物を少址含む。

□:8  
鬱

-A 

第31号土塘土層
1 黄褐色土 ローム粒子、ロームプロック

を多く含む。

□/ IA 

9

ジ

A‘ 

＜
 

瓢疇冒
A‘ 

第29号土擦土層
1 黒褐色土 ロームプロックを含む。
1'黒褐色土 ローム粒子は少ない。
2 暗褐色上 ロームプロックやや多

く、全体に混じる。

： ロユ

Amo 土＇

瓢
_A' 

と 口 上 T"璽［層ロームプロノク里色土ブロノクを含む。

36 

竿 .80

｀ 第36号土壊土層
1 黒褐色土 ローム粒子を混在し、きめや

や細かい。
2 黒褐色土 ローム粒子、ロームブロック

を多く含み、 しまり弱い。
3 黒灰色土 ローム粒子、焼土を混在し、

やや粘性強い。

第35号土堀土層
1 黒褐色土 ローム粒子を多祉、焼土

を少漿含み、 しまり弱い。

：ロ_/;_

土
□8土

｀ 
第37号土堀土層
1 黙褐色土 ローム粒子、炭化物、焼土を含み、しまり持つ。
2 黒褐色土 焼土、ローム粒子を混在し、暗い。
3 暗褐色土 ローム粒子やや多く、焼土、炭化物を少筵含む。
4 黒褐色土 ロームプロックを含む。
5 黙褐色土 4陪に近似し、 しまりやや持つ。 o 
6 黒褐色土 ローム粒子を含み、しまり強い。

A 99,90 -A 

贔
2m 

第205図第27~38号土壊
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fl._□,ユ
A 2700 土

第39号土猥土層
l 黒色土 ローム粒子、焼土、炭化物を

含み、 しまり弱い。
2 黒褐色土 ローム粒子、ロームプロック

を混在し、しまり持つ。
3 赤褐色土酸化鉄を主体とする。
4 黒褐色土 ローム粒子を含み、しまり、

黒褐色土
黒褐色土
黒褐色土

粘性持つ。
4層に比べ暗い。
5層に比べより暗い。
ローム粒子、ロームブロック
を少抵含み、 しまり弱い。

〔口：
A 2910 ユ

冒
第42号土凛土層
l 褐色土 ローム粒子を少漿含む。
2 褐色土 黒色土、ロームプロックを混在。

ロ ジ

Amo A' 

第40号土堀土層
1 黒褐色土 ロームプロックを少枇含む。
2 黒褐色土 ロームプロックを多く含む。
3 黒褐色土 小径のロームプロックを少星

含む。

—~'---

〔］3土

年 910

言
第43号土猥土層
l 褐色土焼土、炭化物をわずかに、

ローム粒子を多く含む。
黄褐色土 ローム粒子を多く含む。

とロニ~6 _J,_ 
A 2920 上

・~

胃
第4防号土壊土層
l 暗褐色土 ロームブロックを多址に含み、しまり弱

第45号土漿土層
1 黄褐色土 きめ細かいロームプロックを含む。
2 黄褐色土 ロームブロックと褐色土を含む。

暗褐色土 ロームブロックを含
み、 しまり持つ。

3 暗褐色土 2層よりロ ームプロックが少ない。 暗褐色土 ローム粒子、褐色土
を含み、 きめ細かい。

〔□］よ’ 第48号土凛土層
1 黄褐色土 ローム粒子を多く、黒色土を少祉含む。
2 褐色土 ローム粒子を多く、黒色土を少鼠含む。
2'褐色土 2層よりローム粒子が多い。

第49号土塘土層
1 褐色土

ロl
A 2920 _A 

第41号土壊土層
l 暗褐色土 小径のロームプロック少拡含

む。
ローム粒子を含む。2 暗褐色土

3 暗褐色土 1層に近似し、しまり欠く。

口］く＇竿 7.90 ユ

言言冒冒
第44号土壊土層
1 黒褐色土 ローム粒子をわずかに含み、

きめ粗雑。
褐色土 ローム粒子を含む。

□/ょ
年9⑳—ざ

冒
第47号土撰土層
l 褐色土 ロームプロック、ローム粒子を

多く含む。

A' ． 

年 930 上

疇疇 2 暗褐色土
3 黒褐色土

ロームプロックを霜降り状に含む。

ローム粒子をわずかに含む。

言言言瓢言
0 2m 

第206図 第39~49号土堀
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△- ＼
 

A 27.90 

言第50号土濱土層
1 黄褐色土 ローム粒子、ロームプロックを多く含み、し

まり持つ。
2 暗褐色土 ローム粒子をやや多く含む。
3 暗褐色土 ローム粒子を含み、きめ細かく 、しまり弱い。
4 暗褐色土 3層に比べやや暗く、黒色土を含む。
5 暗褐色土 3層に比べやや明るい。
6 黒褐色土 きめ細かく、しまり弱い。

Aユ700

言言冒

A
-

A' 

冑ュ： 第51号土塘土層
］ 暗褐色土 ローム粒子を含む。

》口53
4
¥
 

_A 

_A' 

第53号土塘土層
l 褐色土 灰、焼土、炭化物を多く含む。

A’ 
□¥6ジ
ら

△- ー必

.n 
A 2930 

＼`＼言冒瓢言
A' 

第52号土攘土層
1 黒色土 ロームプロックと黒

色土の混土層。

□〉:上
A 9290 A' 

冒

よ

第54号土塘土層
1 褐色土焼土、黒色土を含む。
2 黒色土 ローム粒子を含む。

ら

_A 

瓢第55号土撰土層
1 暗褐色土 ローム粒子を少嚢含み、しまり弱い。

—£ 第56号土塘土層
1 褐色土
2 暗褐色土 ロームブロックを含む。
3 黒褐色土 ロームプロックを含む。
4 黒褐色土

年 930

言言量言］

A

[

 

討

＼疇
年 93-0

言

A' 

58 

土

第58号土凛土層
1 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。
2 褐色土 ロームプロックを含む。

'ヽ

59 

年 900

詈
第59号土凛土層
1 黒色土混有物をはとんど含まず。
2 黒褐色土 細砂質ロームを多く含む。
3 暗褐色土 砂質ローム、ロームプロック

を多く含む。

_A 

2m 

第207図第50~59号土堀
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